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〔主な内容〕

●石川県民体育大会 （P2）

●羽幌町 内灘町 スポーツ少年団交流（P2）

●医療保険 （P3～7）

気合を込めて
 

 

その一瞬 !!



ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流 

羽
幌
町 

内
灘
町 

女子 敢闘賞受賞 女子 敢闘賞受賞 
女子第3位 

男子第4位 

2002.9.5.（2）

県
民
体
育
大
会

第
五
十
四
回
石
川
県
民
体
育
大
会
は
、
八
月
十

日
と
十
一
日
（
一
部
冬
季
、
七
月
三
十
一
日
）
の

両
日
、
石
川
郡
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
、
内
灘
町

か
ら
は
、
選
手
・
役
員
五
百
名
が
参
加
し
、
厳
し

い
暑
さ
の
な
か
各
競
技
に
奮
闘
い
た
し
ま
し
た
。

結
果
、
柔
道
が
連
覇
を
逃
し
ま
し
た
が
、
女
子

は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
が
優
勝

す
る
な
ど
、
総
合
順
位
は
女
子
三
位
、
男
子
四
位

と
い
う
結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
女
子
は

今
年
度
よ
り
新
た
に
創
設
さ
れ
た
敢
闘
賞
（
前
回

県
体
に
比
し
て
上
昇
し
た
上
位
二
町
村
）
を
受
賞

し
ま
し
た
。

ま
た
、
開
会
式
の
席
上
、
永
年
の
体
育
振
興
に

尽
力
さ
れ
た
県
下
九
十
五
名
の
方
々
に
石
川
県
体

育
協
会
功
労
者
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

石
川
県
体
育
協
会
功
労
者
表
彰

（
内
灘
町
関
係
分
）

・
吉
野
　
純
吾
　
氏

（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
向
陽
台
）

２
部
総
合
成
績
（
三
十
三
町
村
）

八
月
七
日
羽
幌
町
姉
妹
都
市
交
流
団
が
来
町
し
ま
し
た
。
今
回
の
訪

問
は
羽
幌
町
の
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団（
団
員
二
十
一
名
と
引
率
五
名
）

で
、
内
灘
町
の
野
球
少
年
・
少
女
と
合
同
練
習
・
交
歓
試
合
を
行
い
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
お
互
い
の
友
情
を
確
か
め
合
い
ま
し
た
。

一
行
は
七
日
に
内
灘
町
に
入
っ
た
後
、
八
日
に
内
灘
町
野
球
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
団
員
達
と
合
同
練
習
・
交
歓
試
合
・
地
引
網
な
ど
を
体
験

し
、
夜
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
て
互
い
に
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

九
日
に
は
朝
か
ら
町
外
視
察
と
し
て
金
沢
・
羽
咋
両
市
内
を
訪
れ
、

夜
に
は
五
年
生
主
体
の
チ
ー
ム
で
交
歓
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

十
日
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
内
灘
町
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
が
見
送
り
に
き
て
、
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
羽
幌
町
へ
と
帰
っ
て
い

き
ま
し
た
。

◎
内
灘
町
競
技
別
上
位
成
績

▼
第
１
位

男
子：
空
手
道
・
自
転
車
・
綱
引

女
子：
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

▼
第
２
位

男
子：

卓
球
・
サ
ッ
カ
ー

女
子：

ボ
ウ
リ
ン
グ
・
ゴ
ル
フ

▼
第
３
位

男
子：

柔
道
・
野
球
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

女
子：

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
弓
道

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

男子の部

優　勝 野々市町 676.5

津 幡 町 592

鶴 来 町 547.5

内 灘 町 527.5

辰 口 町 471.5

宇ノ気町 426.5

津 幡 町 492.5

野々市町 443

内 灘 町 433

鶴 来 町 410

辰 口 町 337

宇ノ気町 318.5

準優勝

第３位

第４位

第５位

第６位

女子の部

白熱する男子バスケットボール競技

健闘をたたえあって、ガッチリと握手

試合の後のバーベキューは最高！
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医

療

保

険

わ
た
し
た
ち
は
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し

た
と
き
、
保
険
証
を
持
っ
て
い
け
ば
、

か
か
っ
た
医
療
費
の
一
部
を
病
院
や
診

療
所
等
の
医
療
機
関
の
窓
口
で
負
担
す

る
だ
け
で
必
要
な
医
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
我
が
国
が
国
民
皆
保

険
制
度
を
と
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
そ
う
し
た
優
れ
た
日
本

の
医
療
制
度
も
、
世
界
に
例
を
見
な
い

急
速
な
高
齢
化
に
よ
る
老
人
医
療
費
の

増
加
等
に
よ
り
財
政
的
ピ
ン
チ
に
陥

り
、存
続
さ
え
も
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
政
府
は
将
来
に
お
い
て
も
わ

た
し
た
ち
が
安
心
し
て
医
療
が
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
、
揺
る
ぎ
な
い
医
療
制

度
を
築
き
国
民
皆

保
険
制
度
を
守
る

た
め
の
改
革
に
着

手
、
10
月
に
そ
の

第
一
歩
を
踏
み
出

し
て
い
ま
す
。

平
成
14
年
10
月
１
日
か
ら

医
療
費
の
患
者
負
担
等
が
変
わ
り
ま
す
。

〈
対
象
〉 

75
歳
未
満
の
人
に
な
り
ま
す
。 

  〈
患
者
負
担
〉 

医
療
機
関
の
窓
口
で
の
支
払
い
は
、次
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。 

〈
患
者
負
担
の
限
度
額
〉 

医
療
機
関
に
支
払
う
患
者
負
担
の
限
度
額

が
変
わ
り
ま
す
。 

〈
対
象
〉 

75
歳
以
上
の
人
に
な
り
ま
す
。 

  〈
患
者
負
担
〉 

医
療
機
関
の
窓
口
で
の
支
払
い
は
、か
か
っ

た
医
療
費
の
１
割
に
な
り
ま
す
。た
だ
し
、

所
得
の
高
い
人
は
２
割
負
担
と
な
り
ま
す
。 

〈
患
者
負
担
の
限
度
額
〉 

医
療
機
関
に
支
払
う
患
者
負
担
の
限
度
額

が
変
わ
り
ま
す
。 

た
だ
し
、昭
和
７
年
９
月
30
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
は
、

引
き
続
き
老
人
保
健
制
度
の
加
入
者
と
な
り
ま
す
。 

た
だ
し
、昭
和
７
年
９
月
30
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
は
、

引
き
続
き
老
人
保
健
制
度
の
加
入
者
と
な
り
ま
す
。 

3歳以上 
70歳未満 

かかった医療費 

の3割 

退職者医療制度 
該当者の本人及び 
被扶養者入院は 

かかった 
医療費 
の2割 

70歳以上 
75歳未満 

左記、老人保健 
制度と同じ 

3歳未満 
かかった医療費 

の2割 

国民健康保険（国保）制度 老人保健（老健）制度 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

改正のあらまし 
 

患者負担はこう変わります 

70歳以上 
※1 
 

70歳 

老人保健制度 原則 1割 

国民健康保険制度 
　　（一般） 
 

3割 

退職者 
医療制度 
 

本人 2割  

被扶養者 
　   外来 3割 
　   入院 2割 

外
来
薬
剤
一
部
負
担 

 

75歳以上 
※1.2

70歳以上 
75歳未満 

3歳未満 

老人保健制度 

国民健康保険制度 
　　（一般） 
 

3割 

退職者 
医療制度 
 
本人 2割  

被扶養者 
　   外来 3割 
　   入院 2割 

外
来
薬
剤
一
部
負
担 

 

1割 
（一定以上所得者 2割） 

 
1割（一定以上所得者 2割） 

2割 

改正前 
（平成14年9月30日以前） 

 

改正後 
（平成14年10月1日以後） 

改正前 
（平成14年9月30日以前） 

 

改正後 
（平成14年10月1日以後） 

※1　65歳以上の寝たきり等の人を含む 
※2　平成14年9月30日時点で70歳以上の人（昭和7年9月30日以前に生まれた人）を含む 
 

医 療 保 険 



国
保
の
こ
こ
が
変
わ
り
ま
す 

 
国
保
の
こ
こ
が
変
わ
り
ま
す 

 75歳
未
満
の
人
は
国
保
で
診
療 

 

　
70
歳
以
上
の
人
は
、
こ
れ
ま
で
老
人
保
健
で
診
療
を

受
け
て
い
ま
し
た
が
、
10
月
か
ら
は
75
歳
未
満
の
人
が
、

国
保
で
診
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

国保で診療を受ける人 
 

平成14年9月30日まで 

70歳未満の人 

平成14年10月1日から 

75歳未満の人 
 

ただし、昭和7年9月30日以前
に生まれた人と65歳以上の寝
たきり等の人は引き続き老人
保健の対象となります。 

医
療
費
の
患
者
負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
す 

　
患
者
負
担
割
合
は
３
歳
未
満
児
が
２
割
と
な
り
負
担
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
は
、
所
得
に
応

じ
て
１
割
又
は
２
割
負
担
と
な
り
ま
す
。
３
歳
以
上
70
歳
未

満
の
人
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
３
割
負
担
で
す
。 

患 者 負 担 

平成14年9月30日まで 

70歳未満の人 3割 

平成14年10月1日から 

3歳未満の乳幼児 2割 

3歳以上70歳未満の人 3割 

70歳以上75歳未満の人 1割 
（一定以上所得者は 2割） 

 
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

※退職者医療制度該当者の本人及び
被扶養者の入院は2割 

※退職者医療制度該当者の本人及び
被扶養者の入院は2割 

〈医療機関でのかかり方〉 
 

70歳 
未満の人 
 

　医療機関の窓口には、これまで通り国民健康保険被保険者証

を提示します。医療機関では、保険証に書いてある生年月日に

より患者負担の割合を判断します。 

　医療機関の窓口には、国民健康保険被保険者証と町から交付

される国民健康保険高齢受給者証を提示します。患者負担の割

合は、所得により1割又は2割ですが、医療機関ではこの負担割

合の違いを国民健康保険高齢受給者証により判断します。 

※所得の低い人は「国民健康保険限度額適用・標準負担額減額認定証」を医療機関に提示すれば、患者負担の限度
額及び入院時の食費負担が少なくて済みます。この認定証は、内灘町保険年金課の国保の窓口に申請して、認め
られた場合に交付されます。 

乳幼児 
○「3歳に達する日の属する月以前である場合」には2割負担 
　・14年10月1日までに3歳になる人：3割負担（従前のとおり） 
　・14年10月2日から11月1日までに3歳になる人：10月診療分のみ2割負担 

高齢者 
○14年9月30日までに70歳になった場合：老人保健制度の対象 
○国保制度においては、「70歳に達する日の属する月の翌月以後」から負担率を引き上げ 
　・14年10月1日に70歳になる人　　：10月診療分から 
　・14年10月2日以降に70歳になる人：11月診療分以降 

誕生日と患者
負担の割合 

70歳以上 
75歳未満の人 
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医
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医
療
費
の
患
者
負
担
が
高
く
な
り
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
限
度
額
を
超
え
る
と

超
え
た
分
が
高
額
療
養
費
と
し
て
国
保
か
ら
払
戻
さ
れ
ま
す
。
こ
の
払
戻
し
の
規

準
と
な
る
患
者
負
担
の
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す
。 

 

医
療
費
が
高
く
な
っ
た
と
き
の
払
戻
し
の
基
準
額
が

変
わ
り
ま
す 

患者負担限度額 

平成14年9月30日まで 平成14年10月1日から 

平成14年10月1日から 

70
歳
未
満 

上位所得者 
（基礎年金控除後の所得
が670万円を超える世帯） 

121,800円＋（かかった医療費－
609,000円）×1％（70,800円） 

 
一　　　般 

63,600円＋（かかった医療費－
318,000円）×1％（37,200円） 

 
低所得者 

（住民税非課税） 

 
35,400円（24,600円） 

上位所得者 
（基礎年金控除後の所得
が670万円を超える世帯） 

139,800円＋（かかった医療費－
699,000円）×1％（77,700円） 

 
一　　　般 

72,300円＋（かかった医療費－
361,500円）×1％（40,200円） 

 
低所得者 

（住民税非課税） 

 
据え置き 

70
歳
以
上
75
歳
未
満 

負担区分 
外来（個人ごと） 

40,200円 

12,000円 40,200円 

患者負担の限度額 
（入院を含めた世帯合算） 

 

24,600円 

15,000円 

8,000円 
 

Ⅱ 

Ⅰ 

一定以上 
所得者　 

一　　般 

 

（
住
民
税
非
課
税
） 

低
所
得
者 
  

※1

※2

※3

72,300円＋（かかった医療費－
361,500円）×1％（40,200円） 

※1.　一定以上所得者…同一世帯に一定以上の所得がある国保被保険者又は老人保健制度対象者がいる人。 
　　　　　　　　　一定以上の所得とは、例えば、単独世帯の場合、年収約380万円以上（年金収入のみ）夫婦二人世帯の場合年収約630万

円以上（年金及び給与収入あり）です。 
※2.　低所得者Ⅱ…世帯主及び世帯員全員が住民税非課税の人。例えば、単独世帯の場合で、年収約267万円以下（年金年収のみ）の人です。 
※3.　低所得者Ⅰ…同一世帯の国保被保険者又は世帯主が住民税非課税で世帯の所得が一定基準以下の国保被保険者。例えば、単独世帯で

年収約65万円以下（年金収入のみ）夫婦二人世帯で年収約130万円以下（年金収入のみ）の人です。 
※（　）内の数字は年4回以上。医療費の払戻しを受けた場合の患者負担限度額。 
※75歳以上の人は老人保健制度の対象になります。6・7ページをご覧ください。 
※70歳未満は同一医療機関の支払い、70歳以上75歳未満は全ての医療機関の支払いが対象となります。 

医療費の支払いが高額になり
患者負担限度額を超えた分は、
申請により後に国保から払戻
しが受けられます。 

医療費の払戻し 
手続き 
1. 内灘町保険年金課の国保の窓口へ申請し
ます 
住所、氏名、被保険者番号、口座番号（口座振込

みの場合）等を申請書に記入して提出していただ

きます。 

 

 

保険証、前期高齢者証（70歳以上75歳未満の方）、

預（貯）金通帳（口座振込みの場合）、入院時一

部負担限度額適用・入院時食事標準負担額減額認

定証（低所得者に該当する方） 
 

※医療費の払戻し額の計算は町保険年金課で行い

ます。 

 
2. 町保険年金課で払戻しの額を計算します 
 
3. 医療費が払い戻されます 

お持ちいただくもの 
医療費が100万円かかった場合。 
医療機関の窓口での患者負担は30万円。 

139,800円＋（1,000,000円－699,000円）×0.01＝142,810円 

300,000円－142,810円＝157,190円　払戻し額 

医療費の払戻しはこうなる 
－70歳未満の人の場合－ 

例えば 

上位所得者 
患者負担限度額 

72,300円＋（1,000,000円－361,500円）×0.01＝78,685円 

300,000円－78,685円＝221,315円　払戻し額 

一　　　般 
患者負担限度額 

 

300,000円－35,400円＝264,600円　払戻し額 

※70歳以上75歳未満の人の医療費の払戻しは老人保健制度と
同じしくみです（7頁をご覧ください）。 

低 所 得 者 
患者負担限度額 

医療費の支払いが高くなったら、国保の窓口にご相談ください。 
 



老
人
保
健
の
こ
こ
が
変
わ
り
ま
す 

 
老
人
保
健
の
こ
こ
が
変
わ
り
ま
す 

 75歳
以
上
の
人
は
老
人
保
健
で
診
療 

 

　
老
人
保
健
で
診
療
を
受
け
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
70
歳

以
上
の
人
で
し
た
が
、
10
月
か
ら
は
75
歳
以
上
の
人
に

な
り
ま
す
。 

老人保健で診療を受ける人 
 

平成14年9月30日まで 

70歳以上の人 
（寝たきり等65歳以上） 

 

平成14年10月1日から 

75歳以上の人 
ただし、昭和7年9月30日以前
に生まれた人と65歳以上の寝
たきり等の人は引き続き老人
保健の対象となります。 

医
療
費
の
患
者
負
担
の
割
合
が
変
わ
り
ま
す 

 

　
医
療
費
の
患
者
負
担
割
合
は
、
所
得
に
応
じ
て
１
割
又
は
２
割
負
担

と
な
り
ま
す
。
外
来
の
月
額
上
限
制
の
診
療
所
で
行
わ
れ
て
い
た
、
１

回
８
５
０
円
の
定
額
負
担
制
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。 

患 者 負 担 

平成14年9月30日まで 平成14年10月1日から 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

〈医療機関でのかかり方〉 
 

医療機関の窓口には、これまで通り 
「保険証」 
「老人医療受給者証」 
「健康手帳」 
を提示します。 
 

　患者負担の割合は、所得により1割又は2割ですが、医療機関
ではこの負担割合の違いを老人医療受給者証により判断します。 

※所得の低い人は「老人医療の限度額適用・標準負担額減額認定証」を医療機関に提示すれば、

患者負担の限度額及び入院時の食費負担が少なくて済みます。この認定書は、内灘町保険年

金課の老人保健の窓口に申請して、認められた場合に交付されます。 

定額制の 
診療所 
 

病院及び 
定率制の 
診療所 
 

外　　来 入院 

1日850円 
〈月4回3,400円まで〉 
 

定率1割負担 
月額上限3,200円 

定
率
１
割
負
担  
限
度
額
あ
り 

 
（ベッド数200床以上
の病院で受診した場合
5,300円） 

外来・入院とも 

かかった医療費の1割負担 
一定以上所得者は2割負担 
 
限度額あり 
 

す
べ
て
の
医
療
機
関 
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患
者
負
担
限
度
額
は
世
帯
単
位
で
外
来
と
入
院
を
合
わ
せ
た
限
度
額
に
な
り
ま
す
。
な

お
、
外
来
に
つ
い
て
は
個
人
ご
と
の
限
度
額
も
定
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
医
療
機
関
の
窓

口
で
の
支
払
い
は
定
め
ら
れ
た
限
度
額
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
10
月
か
ら
は
、
限

度
額
を
超
え
る
分
も
い
っ
た
ん
支
払
い
、
後
に
老
人
保
健
か
ら
払
戻
し
を
受
け
ま
す
。 

 

医
療
費
が
高
く
な
っ
た
と
き
の
患
者
負
担
が
変
わ
り
ま
す 

患者負担限度額 

平成14年9月30日まで 平成14年10月1日から 

70
歳
以
上 

負担区分 外　　来 

3,200円 
（ベッド数200以上 
の病院5,300円） 

又は 

1回850円 
で月4回まで 

（定額制の診療所） 
 

入　　院 

37,200円 

24,600円 

15,000円 

一　　般 

住民税 
非課税 

老齢福祉 
年金 
受給者 
 

 

低
所
得
者 

75
歳
以
上 

負担区分 
外来（個人ごと） 

40,200円 

12,000円 40,200円 

患者負担の限度額 
（入院を含めた世帯合算） 

 

24,600円 

15,000円 

8,000円 
 

Ⅱ 

Ⅰ 

一定以上 
所得者　 

一　　般 

 

（
住
民
税
非
課
税
） 

低
所
得
者 

  

※1

※2

※3

72,300円＋（かかった医療費－
361,500円）×1％（40,200円） 

※1　一定以上所得者…次の1・2のいずれかに該当する人です。 
　　1.　所得控除後の収入（課税所得）が一定以上の人。 
　　2.　所得控除後の収入が基準額を超える70歳以上の人と同一の世帯に属する人。 
　　　　例えば、単身世帯で、年収約380万円以上（年金年収のみ）、夫婦二人世帯で年収630万円以上（年金及び給与収入）の人です。 
※2　低所得者 
　　低所得者Ⅱ　世帯主及び世帯員全員が住民税非課税である人。例えば、単身世帯では、年収約267万円以下（年金年収のみ）の人。 
　　低所得者Ⅰ　世帯主及び世帯員全員が住民税非課税で、世帯の所得が一定基準以下の世帯に属する人。例えば、単身世帯で、年収約65万円

以下（年金年収のみ）、夫婦二人世帯で年収約130万円以下（年金年収のみ）の人です。 
※3　（　）内の数字は年4回以上、医療費の払戻しを受けた場合の患者負担限度額 
※　全ての医療費の支払いが対象となります。 

医療費の支払いが高額になり患者負担限度額を
超えた分は老人保健から払戻しが受けられます 

1. 内灘町保険年金課の
老人保健の窓口へ申請し
ます 
住所、氏名、受給者証番号、

口座番号（口座振込みの場

合）等を申請書に記入して

提出していただきます。 

 

 

老人医療受給者証、預（貯）

金通帳（口座振込みの場合）、

入院時高額医療費限度額適

用・入院時食事標準負担額

減額認定証（低所得者に該

当する方） 
 

※医療費の払戻し額の計算は

町保険年金課で行います。 

 
2. 町保険年金課で払戻
しの額を計算します 
 
3. 医療費が払い戻され
ます 

お持ちいただくもの 

医療費の支払いが高くなったら、老人保健の窓口にご相談ください。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

医療費の払戻し 
手続き 

外
来
の
場
合 

 

　
医
療
機
関
の
窓
口
で
は
、医
療

費
の
１
割（
一
定
以
上
所
得
者
は

２
割
）を
支
払
い
、患
者
負
担
限
度

額
を
超
え
た
分
は
、後
に
老
人
保

健
か
ら
払
戻
し
を
受
け
ま
す
。 

 

外来の場合 外来の場合 

入院の場合 入院の場合 

同じ世帯に 
外来と入院が 
ある場合 

 

同じ世帯に 
外来と入院が 
ある場合 

 

例 
Aさん（負担区分：一般） 
1カ月の患者負担 15,000円 

患者負担限度額（1カ月） 
12,000円 
（一般）  

患者負担限度額を 
超えた分 3,000円 
 

窓口の支払い 

15,000円 

←後から 
　払戻し 
 

入
院
の
場
合 
 

　
医
療
機
関
の
窓
口
で
は
、医
療
費

の
１
割（
一
定
以
上
所
得
者
は
２
割
）

を
支
払
い
ま
す
が
患
者
負
担
限
度

額
を
超
え
る
支
払
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

例 
Bさん（負担区分：一般） 
1カ月の患者負担 50,000円 

患者負担限度額（1カ月） 
40,200円 
（一般）  

患者負担限度額を 
超えた分 9,800円 
 

窓口の支払い 

40,200円 

　超えた分は 
←医療機関への 
　支払いなし 

世
帯
に
外
来
と
入
院
が
あ
る
場
合 

 

　
入
院
と
外
来
を
合
算
し
て
、患

者
負
担
の
限
度
額
を
超
え
た
分
が

後
に
老
人
保
健
か
ら
払
い
戻
し
さ

れ
ま
す
。 

例 同じ世帯（負担区分：一般） Cさん（外来） 
1カ月の患者負担 10,000円 
Dさん（入院） 
1カ月の患者負担 35,000円 

患者負担限度額を 
超えた分 4,800円 
 

〈合計45,000円〉 後
か
ら
払
戻
し 

　
← 

支払いは 
限度額まで 

医療費の患者負担 

〈Cさん（外来）〉 

 窓口の支払い 

10,000円 

 

〈Dさん（入院）〉 

窓口の支払い 

35,000円 

 

＋ ＝ 

患者負担限度額（1カ月） 
40,200円 
（一般）   
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河
北
郡
防
火
協
会
発
足
十
周
年
記
念
講
演
会
開
催 

内
灘
町
幼
少
年
婦
人
防
火
委
員
会
は
、
七
月
三
十
日
（
火
）

内
灘
町
消
防
本
部
に
お
い
て
、
火
災
予
防
に
努
め
ら
れ
た
二
ク

ラ
ブ
の
優
良
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
、
緑
台
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
と
宮
坂

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
で
、
丸
一
会
長
（
消
防
長
）
か
ら
表
彰
状
と

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
、「
み
な
さ
ん
の
地
道
な
活
動
が
大
変
役
に

立
っ
て
お
り
、
今
後
も
活
動
を
続
け
ら
れ
防
火
思
想
の
普
及
を

図
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

二
ク
ラ
ブ
の
代
表
者
の
方
々
は
、
よ
り
一
層
の
火
災
予
防
の

推
進
を
約
束
し
ま
し
た
。

2002.9.5.（8）

消
防

だ
よ
り

内
灘
町
幼
少
年
婦
人

防

火

委

員

会

優
良
表
彰
式

救
急
業
務
に
対
し
、
皆
さ
ん
に
理
解
と
認
識
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
、
九
月
九

日
を
「
救
急
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

救
急
車
を
呼
ぶ
時
は
、
発
生
場
所
、
怪
我
人
や
急
病
人
が
ど
の
よ
う
な
状
態
な
の

か
を
落
ち
着
い
て
、
一
一
九
番
通
報
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
自
分
の
ま
わ
り
で
応
急
手

当
の
必
要
な
方
が
い
た
ら
、
勇
気
を
も
っ
て
い
つ
で
も
手
当
が
で
き
る
よ
う
進
ん
で

救
命
講
習
を
受
講
し
ま
し
ょ
う
。

「
ひ
ろ
が
れ
救
急
の
輪
　
差
し
出
そ
う
勇
気
の
手
」

※
救
命
講
習
に
つ
い
て
は
、
お
気
軽
に
消
防
本
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 河

北
郡
防
火
協
会
で
は
、
発
足
十
周
年
を
記
念
し
て
、
式

典
と
防
災
に
つ
い
て
の
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
、
一
般
の
方
も
聴
講
で
き
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
　
時

九
月
二
十
日
（
金
）

午
後
六
時
三
十
分
〜

場
　
所

内
灘
町
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

緊急時の通報

火災・救急・救助は

119番
火災等情報案内 286-1999
消防署一般電話 286-3301

八
月
三
日
（
土
）
金
沢
市
東
蚊
爪
町
の
石
川
県
消
防
学
校
に

お
い
て
、
第
五
十
回
石
川
県
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
、
県

内
各
地
か
ら
選
抜
さ
れ
た
十
八
隊
の
消
防
分
団
が
出
場
し
、
日

頃
の
訓
練
で
鍛
え
た

消
防
操
法
の
技
術
と

迅
速
性
等
を
競
い
合

い
ま
し
た
。

河
北
郡
消
防
団
連

合
会
の
代
表
で
出
場

し
た
内
灘
第
四
分
団

は
規
律
正
し
く
、
機

敏
な
動
作
で
訓
練
の

成
果
を
遺
憾
な
く
発

揮
し
、
見
事
敢
闘
賞

に
輝
き
ま
し
た
。

内
灘
町
消
防
団

第

四

分

団

石
川
県
消
防
操
法

大
会
で
敢
闘
賞

九
月
九
日
は
救
急
の
日

記
念
式
典

十
周
年
記
念
防
火
優
良
事
業
所
並
び
に
防
火
功

労
者
表
彰
式

記
念
講
演
会

講
師
　
金
沢
大
学
理
学
部
地
球
学
科

河
野
芳
輝
教
授

演
題
　
「
森
本
〜
富
樫
活
断
層
と

河
北
郡
内
の
被
害
予
測
に
つ
い
て
」

一

部

二

部
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●『
快
老
モ
タ
さ
ん
の「
群
れ
遊
び
」の
す
す
め
』

斎
藤

さ
い
と
う

茂し
げ

太た

著

定
年
や
倒
産
・
リ
ス
ト
ラ
に
よ
っ
て
会
社
と
い

う
「
群
れ
」
か
ら
引
き
離
さ
れ
、
う
つ
症
状
を
示
す
中
高
年
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

が
増
え
て
い
る
。
横
の
つ
な
が
り
を
持
っ
て
共
に
生
き
て
い
く
「
群
れ
遊
び
」

に
よ
る
人
間
関
係
づ
く
り
を
、
著
者
自
身
の
実
践
を
も
と
に
提
案
す
る
。

◇
今
月
の
オ
ス
ス
メ
の
本●『

田
中
真
紀
子
の
正
体
』

上
杉

う
え
す
ぎ

隆
た
か
し

著

田
中
真
紀
子
の
素
顔
は
驚
く
べ
き
も
の
だ
っ

た
！
田
中
真
紀
子
研
究
の
第
一
人
者
が
、
真
紀
子

外
相
時
代
の
二
百
七
十
九
日
と
そ
の
前
後
を
、
多
数
の
関
係
者
の
証
言
に
よ

っ
て
書
き
上
げ
た
、
第
一
級
の
「
田
中
真
紀
子
論
」。

●『
夫
婦
が
死
と
向
き
あ
う
と
き
』

吉よ
し

田だ

敏
浩

と
し
ひ
ろ

著

病
気
、
事
故
、
介
護
、
貧
困
な
ど
、
死
の
影
は

あ
る
日
突
然
夫
婦
を
襲
う
。
そ
れ
で
も
、
あ
な
た
と
生
き
て
よ
か
っ
た
。
人

生
の
最
期
に
互
い
に
そ
う
思
え
る
生
き
方
と
は
？
大
宅
賞
受
賞
作
家
に
よ
る

現
代
の
「
夫
婦
と
死
」
を
巡
る
渾
身
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
。

〔
「
版
画  

の
は
ら
の
う
た
」 

　
　
　
　
詩
・
く
ど
う
な
お
こ
　
童
話
社
刊
〕 

 

◇
新
し
く
入
っ
た
本
の
中
か
ら

絵え

本ほ
ん

・
子こ

ど
も
の
本
総
解
説

そ
う
か
い
せ
つ

赤あ
か

木ぎ

か
ん
子
　

靖
国

や
す
く
に

の
戦せ

ん

後ご

史し

田た

中な
か

伸
尚

の
ぶ
ま
さ

時
代
を
喰く

っ
た
顔

井
上

い
の
う
え

和
博

か
ず
ひ
ろ

社
説

し
ゃ
せ
つ

の
大
研
究

だ
い
け
ん
き
ゅ
う

産
経

さ
ん
け
い

新
聞
社

し
ん
ぶ
ん
し
ゃ

わ
ら
べ
う
た
と
子
ど
も

木き

村む
ら

は
る
み
　

中
国

ち
ゅ
う
ご
く「
野や

人じ
ん

」騒
動

そ
う
ど
う

記き

中な
か

根ね

研
一

け
ん
い
ち

山
が
消き

え
た

佐
久
間

さ

く

ま

充
ま
こ
と

似
合

に

あ

う
色い

ろ

が
わ
か
る
本

桶
村

お
け
む
ら

久
美
子

く

み

こ

家
族
力

か
ぞ
く
り
ょ
く

山
本

や
ま
も
と

一
力

い
ち
り
き

老お

い
て
こ
そ
人
生

じ
ん
せ
い

石
原

い
し
は
ら

慎
太
郎

し
ん
た
ろ
う

ひ
と
り
歩あ

る

き
の
朝あ

さ

新
藤

し
ん
ど
う

兼か
ね

人と

花は
な

林
は
や
し

真
理
子

ま

り

こ

コ
ン
ビ
ニ
・
ラ
ラ
バ
イ

池
永

い
け
な
が

陽よ
う

天て
ん

の
夜
曲

や
き
ょ
く

宮
本

み
や
も
と

輝て
る

終お
わ

り
な
き
始は

じ

ま
り
上
・
下梁や

ん

石
日

そ

ぎ

る

他

多

数

図
書
館
情
報

図
書
館
に
対
す
る
ご
意
見
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
図
書
の
所
蔵
や

予
約
は
、
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン

か
ら
も
、
図
書
館
の
蔵
書
が
検
索
で

き
ま
す
。

☎
２
８
６
―

１
９
３
０

FAX
２
８
６
―

１
９
３
１

http://w
w
w
.tow

n.uchinada.
ishikaw

a.jp/osirase/toshokan
日
　
時

十
月
五
日
（
土
）

午
前
十
時
〜
正
午

場
　
所

内
灘
町
文
化
会
館

講
　
師

金
沢
市
教
育
振
興
会
会
長

山
田
　
二
郎
先
生

参
加
費

無
料

定
　
員

三
十
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

自分史講座のご案内
図
書
館
と
は
ま
さ
し
く
出
会
い
の

場
で
す
。
人
と
本
が
出
会
い
、
人
と

人
が
出
会
う
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま

す
。図

書
館
に
勤
務
し
て
早
二
ヶ
月
が

経
過
し
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
も
多
少
慣

れ
て
き
た
せ
い
か
、
は
た
ま
た
人
と

接
す
る
場
所
で
の
勤
務
が
長
か
っ
た

せ
い
か
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
座
っ
て
い

て
も
あ
ま
り
抵
抗
を
感
じ
る
こ
と
な

く
自
然
に
な
じ
ん
だ
よ
う
で
す
。

本
来
、
人
と
接
す
る
こ
と
が
嫌
い

で
は
な
く
０
歳
児
か
ら
八
十
歳
？
の

高
齢
者
ま
で
幅
広
く
多
く
の
人
達
に

訪
ね
て
も
ら
え
る
の
が
大
変
嬉
し
い

の
で
す
。

七
月
の
あ
る
日
に
は
、
な
ん
と
約

六
百
人
も
の
人
達
が
図
書
館
に
ア
ク

セ
ス
し
て
頂
き
ま
し
た
。
近
頃
で
は

二
言
、
三
言
話
し
か
け
て
は
出
会
い

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

さ
て
、
私
に
と
っ
て
本
と
の
出
会

い
は
い
つ
の
頃
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
は
き
っ
と
幼
稚
園
で
先
生

に
読
み
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
絵
本
や

紙
芝
居
だ
と
思
い
ま
す
。

私
達
人
間
だ
け
が
持
っ
て
い
る

「
想
像
す
る
力
」
を
発
達
さ
せ
る
に

は
、
０
歳
児
の
頃
か
ら
読
書
習
慣
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
変
大
切
な
こ

と
だ
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ

に
は
本
を
貸
し
出
す
図
書
館
が
大
き

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
、
図
書
館
を
大
い
に
ご
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

図
書
館
員
の 

ひ
と
り
ご
と
　 
 

5
そ
の 



皆様からのご連絡お便り、お待ちしています。
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た
う
ん
フ
ォ
ー
カ
ス

七
月
三
十
一
日
（
水
）
例
年
よ
り
や
や
背
丈
は
低

い
も
の
の
、
大
き
く
花
を
つ
け
成
長
し
た
ひ
ま
わ
り

で
形
成
さ
れ
た
河
北
潟
干
拓
地
内
「
ひ
ま
わ
り
村
」

の
開
村
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

内
灘
町
か
ら
は
宮
坂
・
北
部
の
二
つ
の
保
育
所
が

参
加
し
た
ほ
か
、
金
沢
、
宇
ノ
気
、
津
幡
の
保
育
園
、

幼
稚
園
か
ら
も
児
童
が
参
加
し
、
約
三
十
五
万
本
の

ひ
ま
わ
り
で
作
ら
れ
た
巨
大
な
迷
路
を
楽
し
み
ま
し

た
。

大
な

迷
路
に

巨 八
月
十
日
に
開
催
さ
れ
た
ハ
マ
ナ
ス
町
会
の
公
民

館
主
催
に
よ
る「
親
子
ふ
れ
あ
い
と
盆
踊
り
の
夕
べ
」

に
移
動
食
器
洗
浄
車
「
ピ
カ
ピ
カ
号
」
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
イ
ベ
ン
ト
で
の
使
い
捨
て
食
器
等

の
ご
み
排
出
抑
制
を
図
る
た
め
、
県
民
エ
コ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
設
置
し
た
も
の
で
、
県
内
の
方
な
ら
無
料

で
利
用
出
来
ま
す
。

担
当
者
が
は
り
つ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
や
、

要
返
却
の
専
用
食
器
が
足
り
な
く
な
る
な
ど
、
大
変

な
点
も
多
々
あ
っ
た
も
の
の
、「
ご
み
は
確
実
に
減
っ

て
い
る
」「
食
器
を
キ
チ
ン
と
揃
え
て
返
す
と
い
っ
た

点
で
子
ど
も
の
し
つ
け
に
も
良
い
」と
、評
判
は
上
々
。

こ
れ
ま
で
も
女
性
部
を
中
心
に
エ
コ
に
た
い
す
る

取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
同
町
会
で
す
が
、
参
加
者

へ
の
事
前
の
周
知
を
徹
底
す
る
、
人
員
を
確
保
し
、

よ
り
効
率
良
く
運
転
す
る
、
な
ど
の
反
省
点
を
ふ
ま

え
、
来
年
も
ぜ
ひ
利
用
し
た
い
と
、
確
か
な
手
応
え

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

「
ピ
カ
ピ
カ
号
」
に
興
味
を
も
た
れ
た
ら

県
民
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（社）
い
し
か
わ
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
県
民
会
議

☎
２
３
２
―
３
９
９
１
　

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

カ
ピ
カ
号
で

ピ
ッ
カ
ピ
カ

ピ

今
年
も
七
月
二
十
六
日
〜
八
月
二
日
に
わ
た
り
、

石
川
県
を
舞
台
に
「
第
十
五
回
　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
　
Ｔ

Ｅ
Ｎ
Ｔ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

内
灘
町
で
は
、
七
月
三
十
日
〜
八
月
二
日
の
４
日

間
、
二
十
二
組
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
協
力
で
、

三
十
四
名
の
留
学
生
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

内
灘
の
自
然
や
伝
統
文
化
に
触
れ
、
ま
た
人
と
人

の
ふ
れ
合
い
で
友
情
が
芽
生
え
、
留
学
生
に
と
っ
て

は
短
い
期
間
で
し
た
が
貴
重
な
経
験
を
し
ま
し
た
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
み
な
さ
ん
、
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ

Ｉ
Ｎ

Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｄ
Ａ

Ｊ

凧
づ
く
り
に
挑
戦

留学生も
ドッコイショ！

地
引
網
は
大
漁
!!

お父さんも大活躍みんなで迷えば怖くない !?



内
灘
町
大
学
１
丁
目
２
番
地
１

☎
２
８
６
│
６
７
２
０

〒
９
２
０
│

０
２
９
２

内
灘
町
役
場
総
務
課
広
報
担
当
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た
う
ん
フ
ォ
ー
カ
ス

八
月
十
八
日
（
日
）
内
灘
町
文
化
会
館
に
お
い
て

「
第
八
回
　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
内
灘
民
謡
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
七
尾
ま
だ
ら
」
で
幕
を
開
け
、
約
五
十
曲
の
唄

や
踊
り
な
ど
で
多
く
の
民
謡
フ
ァ
ン
と
出
演
者
が
ひ

と
つ
と
な
り
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

な
お
、
公
演
に
際
し
て
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

の
寄
付
を
目
的
と
し
た
募
金
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

ャ
リ
テ
ィ
ー

内
灘
民
謡
ま
つ
り

チ
第
二
十
一
回
内
灘
町
子
ど
も
大
会

八
月
十
八
日
（
日
）
内
灘
体
育
館
で
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
、
内
灘
海
水
浴
場
で
は
サ
ン
ド
バ
ト
ル

イ
ン

ウ
チ
ナ
ダ
ビ
ー
チ
の
二
種
目
が
行
わ
れ
、
約
四
百
名

の
子
ど
も
達
を
集
め
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

サ
ン
ド
バ
ト
ル
と
は
今
年
で
二
回
目
の
開
催
と
な

る
雪
合
戦
の
砂
浜
版
？
と
い
っ
た
競
技
で
、
玉
入
れ

の
玉
を
相
手
チ
ー
ム
に
あ
て
て
全
滅
さ
せ
る
か
、
相

手
陣
地
に
あ
る
フ
ラ
ッ
グ
を
取
れ
ば
勝
ち
と
い
う
も

の
。
子
ど
も
達
は
、
足
を
と
ら
れ
、
砂
ま
み
れ
に
な

り
な
が
ら
、
砂
浜
で
の
暑
く
熱
い
戦
い
に
汗
を
流
し

ま
し
た
。 （

熱
）い
戦
い
に
汗
！

暑

七
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
七
日
に
か
け
て
、
内
灘
中
学
校
の
二
年
生
が
町
内
外
の
い
ろ
い
ろ
な

職
場
を
訪
れ
、
仕
事
を
体
験
す
る
と
い
う
「
わ
く
・
ワ
ー
ク
（
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
）
体
験
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

将
来
に
つ
い
て
、
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
は
じ
め
る
こ

の
年
頃
、
職
業
に
つ
い
て
学
校
で
は
得
ら
れ
な
い
体
験
を
、

実
際
の
職
場
に
お
い
て
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
働
く
こ

と
や
職
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う
と
、
進
路
学
習
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
足
早
い
社
会
人
体
験
は
ど
う
だ
っ
た
か
な
？

足
早
く

社
会
人
？

一
や
っ
ぱ
り
子
ど
も
は
カ
ワ
イ
イ
ね
ー

〈
鶴
ヶ
丘
東
保
育
所
〉

イチ、ニッ、サン、シー〈保健センター〉

町長にインタビュー、緊張する～

華麗なるオープニングお父さんもお母さんも暑い熱い！



2002.9.5.（12）

暮
ら
し
の
情
報

役　場　代　表 286－1111

町　民　部
町 民 生 活 課 286－6701
環 境 対 策 室 286－6701
保健センター 286－6101
保 険 年 金 課 286－6702
介 護 保 険 室 286－6703

産業建設部
産 業 経 済 課 286－6708
建　　設　　課 286－6710
都 市 計 画 課 286－6712
北部開発対策室 286－6713

教育委員会
生 涯 学 習 課 286－6716
学 校 教 育 課 286－6717

総　務　部
総　　務　　課 286－6720
町史編さん室 286－6720
財 務 検 査 室 286－6720
人 事 秘 書 室 286－6721
企 画 調 整 課 286－6723
税　　務　　課 286－6706

企　業　局
水　　道　　課 286－1115
新エネルギー開発対策室 286－1115
下　水　道　課 286－6718

出　　納　　室 286－6707
議 会 事 務 局 286－6715
消　防　本　部 286－3301
図　　書　　館 286－1930
文　化　会　館 286－1123
働 く 婦 人 の 家 237－6440
屋内温水プール 286－1800
（財）公共施設等管理公社 286－1800
社会福祉協議会 286－6950

お問い合わせは
こちらまで

内
灘
町
嘱
託
職
員
募
集

職
種
及
び
採
用
人
員
▼

事
務
補
助
員
　
１
名

応
募
資
格
▼
内
灘
町
に
住
所
を
有
す
る
50
歳
ま

で
の
健
康
で
歴
史
に
興
味
の
あ
る
パ
ソ
コ
ン

操
作
が
で
き
る
方
。（
普
通
自
動
車
運
転
免

許
を
有
す
る
方
）

業
務
内
容
▼

①
町
史
編
さ
ん
資
料
収
集
、
分
類
、
整
理

②
編
さ
ん
委
員
、
専
門
委
員
の
方
々
と
の
連

絡
調
整

③
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
資
料
（
史
料
）
の
デ

ジ
タ
ル
化
保
存
作
業

④
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
財
務
事
務

な
ど

勤
務
条
件
等
▼

①
賃
金
月
額
　
１
３
９，

０
０
０
円

②
勤
務
日
　
原
則
、
月
〜
金
曜
日

③
そ
の
他
　
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇

用
保
険
有
。
そ
の
他
、
町
規

定
に
よ
る
。

④
雇
用
期
間
　
平
成
17
年
３
月
31
日
ま
で

採
用
予
定
日
▼
平
成
14
年
10
月
１
日

応
募
要
領
▼
町
総
務
課
窓
口
で
交
付
す
る
願
書

に
履
歴
書
を
添
え
て
期
限
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

応
募
期
限
▼
平
成
14
年
９
月
17
日
（火）

面
接
試
験
▼
日
時
、
場
所
は
本
人
に
後
日
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

願
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

内
灘
町
総
務
部
　
町
史
編
さ
ん
室

固
定
資
産
税
家
屋
評
価

ご

協

力

の

お

願

い

平
成
14
年
中
に
新
・
増
築
さ
れ
た
家
屋
の
評

価
額
決
定
の
た
め
、
実
地
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
調
査
日
時
等
を
お
知
ら
せ
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、
や
む
を
得
ず
事
前

連
絡
で
き
ず
に
調
査
に
お
伺
い
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
調
査
は
次
の
と
お
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

調
査
日
時
▼
毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

所
要
時
間
▼
30
分
〜
１
時
間
程
度

問
い
合
わ
せ
先
▼
総
務
部
税
務
課

内
灘
町
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

職

員

募

集

職
種
及
び
採
用
人
員
▼

国
民
健
康
保
険
等
診
療
報
酬
明
細
書
点
検
員

１
名

応
募
資
格
▼

①
内
灘
町
に
在
住
す
る
60
歳
未
満
の
方

②
医
療
事
務
経
験
者
（
医
療
事
務
未
経
験
者

で
も
医
療
事
務
資
格
者
を
優
先
し
ま
す
。）

勤
務
条
件
▼

①
賃
　
　
金
　
時
給
７
９
０
円

②
勤
務
日
時
　
原
則
　
月
〜
金
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
始
業
時
間
及
び
就
業
時
間
は
、
面
談
に

て
希
望
に
応
じ
ま
す
。）

採
用
予
定
日
▼
10
月
１
日
（火）

応
募
期
限
▼
９
月
20
日
（金）

応
募
要
領
▼
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）
を
期
限

ま
で
に
役
場
保
険
年
金
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

面
接
試
験
▼
日
時
場
所
は
後
日
、
本
人
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
部
保
険
年
金
課

内
灘
町
長
寿
祝
券
特
定
事
業
者

の

募

集

に

つ

い

て

内
灘
町
で
は
、
平
成
13
年
度
か
ら
敬
老
事
業

の
一
環
と
し
て
「
内
灘
町
長
寿
祝
券
」
を
高
齢

者
の
方
々
に
支
給
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
祝
券
を
取
り
扱
っ
て
い
た
だ
け
る

事
業
者
を
引
き
続
き
募
集
し
ま
す
。

①
対
象
は
、
内
灘
町
内
の
店
舗
等
で
事
業
を
営

む
民
間
業
者
等
で
す
。

（
例：

小
売
業
・
飲
食
店
、
そ
の
他
サ
ー
ビ

ス
業
な
ど
）

②
特
定
事
業
者
の
登
録
を
受
け
る
場
合
は
必
ず

内
灘
町
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

（
登
録
を
受
け
た
事
業
者
に
は
登
録
証
票
等

を
交
付
し
ま
す
。）

今
後
も
随
時
受
付
し
ま
す
の
で
、
町
内
事

業
者
の
方
々
に
は
是
非
登
録
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

な
お
、
昨
年
度
登
録
さ
れ
た
事
業
者
の
方
は
、

再
度
登
録
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
既
に
交

付
さ
れ
た
登
録
証
票
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
部
町
民
生
活
課
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月　日 場　　　所 書換えの時間 対象地区

９月20日

（金）

９月25日

（水）

９月26日

（木）

９月27日

（金）

大根布公民館

大清台公民館

大 学 公 民 館

宮 坂 公 民 館

向粟崎公民館

ハマナス公民館

西荒屋公民館

室 公 民 館

千鳥台公民館

緑 台 公 民 館

旭ヶ丘公民館

アカシア公民館

鶴ヶ丘西公民館

鶴ヶ丘北公民館

鶴ヶ丘東公民館

向陽台公民館

09：00～10：30

10：45～12：00

13：00～14：30

14：45～16：30

09：00～10：30

11：00～12：00

13：00～14：30

14：45～16：30

09：00～10：20

10：30～12：00

13：00～14：30

14：45～16：30

09：00～10：30

10：40～12：00

13：00～14：40

14：50～16：30

大根布1～8丁目

大清台

大学

宮坂

向粟崎

ハマナス

西荒屋

室･湖西

千鳥台

緑台

旭ヶ丘

アカシア

鶴ヶ丘4丁目

鶴ヶ丘5丁目、大根布と番地

鶴ヶ丘1、2、3丁目

向陽台

平成14年度

第１期 第４期

介護保険からのお知らせ　９月は介護保険料の納期です

○普通徴収（口座振替・納付書による金融機関への納付）
平成13年度中に65歳に到達し、第１号被保険者の資格を取得された方は、平成14年9月までは年金からの天引

き（特別徴収）ができませんので、平成14年度第１期（７月）・第２期（９月）については、引き続き普通徴収

による納付となります。

平成14年度中に65歳に到達される方については、平成15年９月までは普通徴収となります。

○特別徴収（年金からの天引き）
平成13年度中に65歳に到達し、第１号被保険者の資格を取得された方は、原則、平成14年10月からの納付方

法が、普通徴収から特別徴収に変更となりますので、ご注意ください。

（普通徴収の納期）

普通徴収（年金から天引きとならない方）の平成14年度第2期分の納期限は、9月30日（月）
です。納め忘れのないようにお願いします。

９月は国民健康保険証の書換え月です

現在ご使用の「国民健康保険被保険者

証」は平成14年９月30日で期限切れと

なり使用できません。

新しい保険証は、右記の日程で交付し

ますので、該当する方は忘れず取りにき

てください。当日都合の悪い方は、10

月１日以後役場での交付となります。

◎当日持参していただくもの

・現在使用中の国民健康保険被保険者証

・印鑑

※保健師等により血圧測定等の健康相談

も行いますので、お気軽にご利用くだ

さい。

問い合わせ先 町民部保険年金課

◎介護保険に関するお問い合わせは　町民部介護保険室

第５期第３期

７月10日～
７月31日

９月１日～
９月30日

11月１日～
12月２日

１月１日～
１月31日

３月１日～
３月31日

第２期

▲
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地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
２

テ
ー
マ
　
地
域
と
の
つ
な
が
り

〜
こ
の
子
た
ち
に
今
、
必
要
な
も
の
〜

誰
も
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
「
我
が
子
に

障
害
が
あ
る
な
ん
て
・・・
」
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
子
た
ち
に
は
、
障
害
児
で
あ
る
前
に

一
人
の
子
ど
も
　
一
人
の
人
間
と
し
て
　
子
ど

も
の
年
齢
に
あ
っ
た
ご
く
普
通
の
生
活
を
求
め

て
そ
の
時
期
に
合
っ
た
体
験
を
さ
せ
て
あ
げ
た

い
。
そ
の
た
め
に
は
・・・
と
い
う
こ
と
を
話
し
合

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
人
が
障
害
を
持
つ
子
、
人

や
そ
の
家
族
の
生
活
に
ご
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

何
か
と
ご
多
忙
と
は
存
じ
ま
す
が
、
み
な
さ

ま
の
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時
▼
９
月
22
日
（日）

午
前
10
時
〜

場
所
▼
内
灘
町
文
化
会
館
　
３
階
（
視
聴
覚
室
）

入
場
▼
無
料

パ
ネ
リ
ス
ト
▼

田
中
　
俊
教

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
事
務
局
長
）

沼
澤
　
千
加

（
共
に
育
ち
合
う
会
　
ポ
レ
ポ
レ
代
表
）

池
崎
美
津
子

（
は
ぎ
の
郷
　
石
川
県
障
害
児（
者
）地
域
療
育
等

支
援
事
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

若
松
　
清
一

（
内
灘
町
役
場
　
町
民
生
活
課
障
害
者
担
当
）

司
会
▼
中
島
　
利
美
（
く
れ
よ
ん
の
会
会
員
）

主
催
▼
く
れ
よ
ん
の
会

後
援
▼
内
灘
町
教
育
委
員
会
、
い
し
か
わ
子
育

て
支
援
財
団
、
北
國
新
聞
社

※
平
成
15
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
支
援
費
制

度
の
説
明
も
行
わ
れ
ま
す
。

第
22
回
　
婦
人
意
見
発
表
大
会

―
よ
り
よ
い
生
き
方
を
め
ざ
し
て
―

今
年
も
、
す
ば
ら
し
い
発
表
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
皆
様
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
発
表
を
聞
き
に
、

ま
た
応
援
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
10
月
11
日
（金）

午
後
７
時
30
分

場
所
▼
内
灘
町
役
場
　
町
民
ホ
ー
ル

主
催
▼
内
灘
町
連
合
婦
人
会

内
灘
町
教
育
委
員
会

第
20
回
内
灘
町
美
術
展
記
念

「
内
灘
町
委
嘱
作
家
美
術
展
」の
開
催

６
月
に
行
わ
れ
た
内
灘
町
美
術
展
が
20
回
を

迎
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
20
回
を
記
念
し
て
、
こ

れ
ま
で
の
美
術
展
で
誕
生
し
た
委
嘱
作
家
た
ち

の
大
作
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
家
族
、
ご
友
人
を
お
誘
い
の
う
え

ご
来
場
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時
▼
９
月
22
日
（日）
〜
29
日
（日）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所
▼
内
灘
町
役
場
６
Ｆ
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◎
委
嘱
作
家

﹇
絵
画
﹈
杉
村
雄
二
郎
　
中
西
　
幸
代

中
井
喜
美
子
　
宮
下
外
茂
子

三
室
や
よ
え
　
南
部
志
津
子

梅
基
　
吉
男
　
山
口
　
順
子

村
上
　
恵
子
　
橘
　
　
春
枝

﹇
工
芸
﹈
南
部
勝
之
進
　
三
野
外
喜
雄

辺
本
　
良
治
　
田
中
　
君
子

高
山
　
千
鶴
　
小
西
　
み
き

﹇
書
﹈

中
本
　
苔
軒
　
向
井
　
宗
久

多
田
　
美
代
　
吉
田
　
悦
子

表
谷
　
笙
園
　
大
野
　
白
蓉

前
坂
　
弥
子
　
野
崎
　
眉
泉

佐
藤
　
幽
愛

﹇
写
真
﹈
小
西
与
三
松
　
野
村
　
輝
久

前
坂
　
　
昇
　
大
橋
　
菊
枝

宮
本
外
志
男
　
荒
俣
　
賢
正

主
催
▼
内
灘
町
文
化
協
会

内
灘
町
教
育
委
員
会

月

見

の

会

内
灘
町
茶
道
協
会
で
は
、
歴
史
民
俗
資
料
館

隣
の
「
惜
亭
」
に
於
い
て
月
見
の
お
茶
会
を
い

た
し
ま
す
。
広
く
町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
　
時
▼
９
月
21
日
（土）

午
後
６
時
〜

場
　
所
▼
惜
亭
（
内
灘
町
歴
史
民
俗
資
料
館
隣
）

参
加
費
▼
お
菓
子
代
等
　
５
０
０
円
（
当
日
ご

持
参
く
だ
さ
い
。）

参
加
申
込
み
▼
９
月
10
日
（火）
ま
で

問
い
合
わ
せ
先
▼

内
灘
町
茶
道
協
会
　
事
務
局

三
野
☎
２
３
８
―
９
４
７
７

中
高
生
グ
ッ
ド
マ
ナ
ー

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

豊
か
な
心
を
育
む
教
育
推
進
県
民
会
議
主
催

に
よ
る
「
中
高
生
グ
ッ
ド
マ
ナ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
が
、
推
進
協
力
機
関
・
団
体
・
町
、
学
校

が
一
体
と
な
っ
て
、
県
下
で
一
斉
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
あ
た
た
か
い
挨
拶
、
声
か
け
で
、
グ
ッ

ド
マ
ナ
ー
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

開
催
期
間
▼
９
月
24
日
（火）
〜
９
月
30
日
（月）

時
間
▼
朝
の
通
学
時

対
象
▼
中
学
校
・
高
等
学
校
の
生
徒

場
所
▼
駅
、
交
差
点
、
横
断
歩
道
、
学
校
前
、

電
車
、
バ
ス
　
等

活
動
内
容
▼
あ
い
さ
つ
、
交
通
ル
ー
ル
や
公
共

マ
ナ
ー
に
関
す
る
声
か
け

地
区
代
表
者

本ほ
ん

保ぼ

潤
子

じ
ゅ
ん
こ

さ
ん
（
旭
ヶ
丘
）

前
坂

ま
え
さ
か

伸の
ぶ

子こ

さ
ん
（
ア
カ
シ
ア
）

本
谷

も
と
た
に

加
世
子

か

よ

こ

さ
ん
（
緑
台
）

平
澤

ひ
ら
さ
わ

眞
理
子

ま

り

こ

さ
ん
（
千
鳥
台
）

林は
や
し

智と
も

子こ

さ
ん
（
向
陽
台
）

坂さ
か

井い

芳よ
し

子こ

さ
ん
（
鶴
ヶ
丘
東
）

本ほ
ん

間ま

眞
理
子

ま

り

こ

さ
ん
（
鶴
ヶ
丘
西
）

山や
ま

田だ

律り
つ

子こ

さ
ん
（
大
根
布
）

生い
く

田た

麻
里

ま

り

さ
ん
（
宮
坂
）

三み

浦う
ら

明あ
け

美み

さ
ん
（
西
荒
屋
）

須す

崎さ
き

裕
美

ゆ

み

さ
ん
（
室
）

”く
れ
よ
ん
の
会
“
と
は
、
内
灘
町
に
在
住
す

る
心
身
に
障
害
を
持
つ
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
と
そ

の
保
護
者
ら
で
作
ら
れ
て
い
る
会
で
す
。
ち
ょ
っ

ぴ
り
個
性
的
だ
け
ど
、
そ
れ
で
も
み
ん
な
大
切
な

命
で
あ
り
存
在
だ
と
い
う
こ
と
を
多
く
の
人
た
ち

に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
こ
の
会

が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
ペ
ー
ジ
の
記
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
▼
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
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フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

教

室

へ

の

お

誘

い

秋
の
手
作
り
教
室
第
２
弾

〜
再
利
用
で
き
る
器
作
り
か
ら
〜

季
節
ご
と
に
好
き
な
お
花
を

ア
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う

◎
秋
の
コ
ー
ス

日
　
程
▼
10
月
４
日
（金）

昼
の
部
　
午
前
10
時
〜
12
時

夜
の
部
　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

講
　
師
▼
竹
内
　
み
よ
え

場
　
所
▼
働
く
婦
人
の
家
　
２
階
講
習
室

受
講
料
▼
材
料
費
と
し
て

１，

５
０
０
円
〜
２，

０
０
０
円

持
ち
物
▼
花
切
り
ば
さ
み
、
工
作
ば
さ
み
（
ワ

イ
ヤ
ー
を
切
る
）
お
持
ち
の
方
の
み

定
　
員
▼
各
15
名

締
め
切
り
▼
平
成
14
年
９
月
30
日
（月）
ま
で

※
生
花
を
人
数
分
用
意
し
ま
す
の
で
、
締
切
日

以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

★
最
近
は
比
較
的
空
い
て
お
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
応
募
く
だ
さ
い
！
★

「

絵

手

紙

教

室

」

に

参

加

し

ま

せ

ん

か

〜
手
持
ち
の
画
材
で
、
貴
方
の
想
い
を

絵
手
紙
に
し
て
み
ま
し
ょ
う
〜

日
程
▼
９
月
24
日
（火）
〜
12
月
10
日
（火）
ま
で

第
２
・
４
火
曜
日
　
全
６
回

昼
の
部
と
夜
の
部
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
好
き
な
方
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
９
月
24
日
・
10
月
８
日
・
10
月
22
日
・

11
月
12
日
・
11
月
26
日
・
12
月
10
日
）

時
間
▼
昼
の
部
　
午
前
10
時
〜
12
時

夜
の
部
　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

講
師
▼
宮
下
　
外
茂
子

場
所
▼
働
く
婦
人
の
家
　
２
階
図
書
室

受
講
料
▼
無
料
　
但
し
教
材
費
は
自
己
負
担

定
員
▼
各
15
名

（
２
度
目
以
降
の
方
の
申
込
み
も
可
）

そ
の
他
▼
日
程
後
半
は
年
賀
状
作
り
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

締
め
切
り
▼
９
月
20
日
（金）
ま
で

着
付
け
教
室

後
期
受
講
生
募
集
！

お
正
月
の
初
詣
・
お
子
様
の
卒
業
式
・
入
学

式
に
着
物
を
き
て
み
ま
せ
ん
か
？
タ
ン
ス
に
眠

っ
て
い
る
着
物
を
取
り
出
し
て
、
着
付
け
の
基

礎
か
ら
マ
ナ
ー
ま
で
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

開
講
日
▼
10
月
17
日
（木）
よ
り
毎
週
木
曜
日

全
18
回
（
年
末
・
年
始
を
除
く
）

時
間
▼
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

講
師
▼
島
崎
　
美
子

定
員
▼
20
名

場
所
▼
内
灘
町
働
く
婦
人
の
家
　
１
階
和
室

受
講
料
▼
無
料

締
め
切
り
▼
10
月
11
日
（金）
ま
で

「
御
供
田
幸
子
一
座
」

公

演

の

お

知

ら

せ

敬
老
の
日
の
式
典
後
、「
御
供
田
幸
子
一
座
」

に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

入
場
無
料
で
す
の
で
、
皆
様
是
非
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

式
典
▼
９
月
15
日（
日
・
祝
）
午
前
10
時
よ
り

（
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
10
時
40
分
頃
開
演
予
定
）

会
場
▼
内
灘
町
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
部
町
民
生
活
課

文

化

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

文
化
の
香
り
高
い
ま
ち
づ
く
り
に

あ
な
た
も
参
画
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

私
た
ち
の
内
灘
町
は
、
五
木
寛
之
氏
を
は
じ

め
と
す
る
多
く
の
著
名
な
作
家
が
訪
れ
、
そ
の

多
く
の
作
品
の
舞
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
か
つ
て

北
陸
の
宝
塚
と
謳
わ
れ
た
大
遊
園
地
「
粟
崎
遊

園
」
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
文
化
的
な
財
産
を
広
く
町
民
の
皆

さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
町
に
住
む
人

が
誇
り
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
、
文
化
の
香
り
高

い
町
づ
く
り
を
私
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
内
容
▼

文
化
事
業
の
企
画
、
運
営
等

募
集
締
切
▼
９
月
30
日
（月）

問
い
合
わ
せ
先
▼

文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
務
局
（
文
化
会
館
内
）

竹
村
　
☎
２
８
６
―
１
１
２
３

内灘町スピーチ・フェスティバル
Uchinada Speech Festival

応募資格とテーマ
小　学　生：固定テーマ自己紹介・英　語

（低学年1～3年、高学年4～6年）
中　学　生：自由テーマ・英　語（2分以上3分以内）
高　校　生：自由テーマ・英　語（4分以上5分以内）
一　般　人：自由テーマ・英　語（4分以上5分以内）
在日外国人：自由テーマ・日本語（4分以上5分以内）

問い合わせ先 教育委員会生涯学習課
☎286－6716 FAX 286－6714 
E-mail:uchinada@hotmail.com

日　時 10月20日（日）午前10時30分～午後5時
午前10時30分～正午⇨小中学生
午後１時～５時⇨高校生、一般、外国人

場　所 内灘町役場１階町民ホール

出場者募集

（ ）

※
各
教
室
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
▼
働
く
婦
人
の
家
（
月
〜
金
曜
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）

▲
▲

▲

▲
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―
「
内
灘
町
史
　
第
二
編
」
編
さ
ん
―

昔
の
写
真
、
古
文
書
は

あ

り

ま

せ

ん

か

内
灘
町
で
は
、
平
成
16
年
度
発
刊
を
目
指
し

て
、「
内
灘
町
史
　
第
二
編
」
の
編
さ
ん
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
皆
様
方
の
お
家
に
昔
の
内
灘
町
の

風
景
や
今
は
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
学
校
等
の

建
物
、
当
時
の
生
活
の
様
子
の
わ
か
る
写
真
・

絵
ま
た
は
ス
ケ
ッ
チ
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？
ま

た
、
古
文
書
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非
町
史

編
さ
ん
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
借
り
し

た
写
真
・
絵
・
ス
ケ
ッ
チ
・
古
文
書
等
は
責
任

を
持
っ
て
お
返
し
い
た
し
ま
す
。

連
絡
先
▼
総
務
部
町
史
編
さ
ん
室

65
歳
か
ら
医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

内
灘
町
で
は
65
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
（
１
日

生
ま
れ
の
方
は
誕
生
月
）
か
ら
か
か
っ
た
医
療

費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
該
当
者
▼

昭
和
12
年
10
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

注：

老
人
保
健
法
が
適
用
さ
れ
て
い
る
方

（
70
歳
以
上
の
方
及
び
65
歳
以
上
の
障
害

認
定
を
受
け
た
方
）
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

申
請
受
付
開
始
日
▼
９
月
17
日
（火）

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
▼

印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
銀
行
預
金
通
帳
（
受

給
者
本
人
の
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
）

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険
（
社
会
保

険
・
共
済
等
）に
加
入
の
方
も
申
請
で
き
ま
す
。

夕
陽
ヶ
丘
苑
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

痴
呆
予
防
「
陽
だ
ま
り
教
室
」

の

お

知

ら

せ

講
演
「
呆
け
老
人
へ
の
援
助
と
そ
の
課
題
」

講
師

お
年
寄
り
介
護
相
談
セ
ン
タ
ー

堂
田
　
俊
樹
　
氏

日
時
▼
９
月
29
日
（日）

午
前
10
時
30
分
〜
12
時

場
所
▼
夕
陽
ヶ
丘
苑
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

隣
　
会
議
室

９
月
の
痴
呆
予
防
「
陽
だ
ま
り
教
室
」
は
、

関
わ
り
が
大
変
困
難
な
方
の
ケ
ア
に
つ
い
て
、

そ
の
方
法
と
プ
ラ
ン
の
相
談
を
受
け
て
い
る
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ
ん
に
お
話
し
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

「
年
の
せ
い
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
」、「
自
分

が
痴
呆
に
な
る
わ
け
が
な
い
」、
そ
ん
な
思
い

込
み
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
ま
た
、
痴
呆
性
高

齢
者
と
接
す
る
と
き
に
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
戸
惑
い
を
感
じ
る
人
も
少
な
く
な
い
で
し
ょ

う
。
自
分
や
家
族
に
と
っ
て
決
し
て
無
縁
と
は

い
え
な
い
『
痴
呆
』
の
こ
と
を
正
し
く
理
解
す

る
よ
い
機
会
で
す
。

痴
呆
性
高
齢
者
と
そ
の
ご
家
族
を
は
じ
め
、

周
囲
の
人
々
み
ん
な
が
、
安
心
し
て
穏
や
か
な

生
活
を
送
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を

一
緒
に
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

痴
呆
で
お
困
り
の
方
、
今
後
が
心
配
な
方
、

痴
呆
に
関
心
の
あ
る
方
も
、
ど
な
た
で
も
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
無
料
で
す
。

な
お
、
会
場
準
備
の
都
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

前
日
ま
で
に
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

夕
陽
ヶ
丘
苑
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
２
８
６
―
９
９
１
２

意

思

表

示

カ

ー

ド

を

お

持

ち

く

だ

さ

い

意
思
表
示
カ
ー
ド
を
携
帯
す
る
こ
と
で
臓
器

移
植
に
対
す
る
あ
な
た
の
意
思
を
示
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

意
思
表
示
カ
ー
ド
は
、
町
役
場
保
険
年
金
課
、

町
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

（社）
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

☎
０
１
２
０
―
７
８
―
１
０
６
９

（財）
石
川
県
臓
器
移
植
推
進
財
団

☎
２
１
８
―
８
２
９
２

内
灘
交
番
か
ら
の

お

知

ら

せ

事
件
や
事
故
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

パ
ト
ロ
ー
ル
・
事
件
・
交
通
事
故
処
理
な
ど
に
よ

り
、交
番
に
警
察
官
が
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
事
件
・
事
故
等
で
お
急
ぎ
の
方
は
、

１
１
０
番
通
報

又
は
、
津
幡
警
察
署
加
入
電
話

０
７
６
―
２
８
８
―
３
１
１
１
番

に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

◆
内
灘
交
番
に
お
い
で
い
た
だ
い
た
方
は
、

交
番
事
務
所
に
掲
示
の
電
話
の
か
け
か
た
に

し
た
が
い
、
交
番
事
務
所
の
電
話
を
使
い

内
線
番
号
　
２
９
１
番
　
又
は
　
１
２
番

に
お
か
け
く
だ
さ
い
。
津
幡
警
察
署
に
つ
な

が
り
ま
す
。

又
、
お
急
ぎ
で
な
い
方
は
出
直
さ
れ
る
か
、

警
察
官
が
交
番
に
い
る
こ
と
を
確
認
の
う
え
、

お
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
内
灘
交
番
の

加
入
電
話
　
２
８
６
―
０
０
３
０
番

に
お
か
け
に
な
り
出
な
い
場
合
、
時
間
を
見

計
ら
っ
て
お
か
け
直
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
内
灘
交
番
の
警
察
官
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
・
事
件
・
交

通
事
故
処
理
の
際
、携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
ま
す
。

携
帯
電
話
番
号

０
８
０
―
３
０
４
０
―
５
０
０
３
番

に
お
か
け
く
だ
さ
い
。
交
番
の
警
察
官
に
直

接
お
話
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
事
件
・
事
故
の
処
理
中
の
場
合
は
、

後
ほ
ど
か
け
直
す
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



2002.9.5.（17）

暮
ら
し
の
情
報

暮
ら
し
の
情
報 平成14年度入札契約一覧（100万円以上） （単位：円）

内灘町では、公正な入札・契約を推進するため、入札予定価格の事前公表を試行しています。
試行の対象は、予定価格500万円以上の建設工事です。

（予定価格事前公表試行対象の入札）

1 7月30日 千鳥台27号線歩道舗装工事 協和道路㈱ 1,785,000
2 7月30日 緑地整備工事（B街区） オカノ建設工業 2,604,000
3 8月 5日 西荒屋小学校音楽室防音工事 ㈲マエカワ 3,727,500
4 8月 5日 西荒屋小学校AV調整卓改修工事 北陸通信工業㈱ 4,515,000
5 8月 7日 鶴ヶ丘東20号線側溝工事 中居建設㈱ 3,780,000
6 8月 7日 鶴ヶ丘第3児童公園駐車場整備工事 松川建設 3,013,500

番号 入札月日 入　　　　札　　　　名 落 札 業 者 契約金額（税込み）

7 7月22日 幹13号諸江向粟崎線流末排水路撤去工事 ㈱表井建設 5,176,500 5,384,400
8 7月30日 大学宮坂線道路改良工事（2号さく井工） 北陸地下開発㈱ 33,075,000 34,398,000
9 7月30日 E号路線道路築造工事（3工区） スガウエ建設㈱ 14,857,500 15,006,600
10 7月30日 E号路線道路築造工事（4工区） ㈱梅田建設 8,893,500 8,986,950
11 7月30日 平成14年度蓮湖渚公園盛土工事 鈴木建設㈱ 9,975,000 10,442,250
12 7月30日 大根布1丁目地内宅地造成に伴う上水道管布設替工事 七田工業㈱ 6,909,000 7,089,600
13 8月 5日 テレビ機器設備工事（DF街区） 立野電気工事㈱ 6,510,000 6,827,100
14 8月 5日 テレビ照明管路設備工事（AE街区） 森下電気商会 8,379,000 8,724,450
15 8月 5日 内灘北部地区土地区画整理事業に伴う上水道管布設工事（18工区） マツシタ工業㈱ 8,452,500 8,694,000
16 8月 5日 内灘北部地区土地区画整理事業に伴う上水道管布設工事（19工区） ㈱紙丸工業 7,770,000 7,976,850
17 8月 7日 千鳥台2丁目流末排水路改良工事 ㈲福栄建設 9,555,000 9,705,150
18 8月 7日 A号路線道路築造工事（1工区） 三洋建設㈱ 18,690,000 18,966,150
19 8月 7日 A号路線道路築造工事（2工区） 浅田建設㈱ 10,605,000 10,810,800
20 8月 7日 汚水管きょ築造工事（18工区） 根布長土建 8,452,500 8,668,800
21 8月 7日 汚水管きょ築造工事（19工区） ㈱茶谷組 7,455,000 7,634,550

番号 入札月日 入　　　　札　　　　名 落 札 業 者 契約金額（税込み） 予定価格（税込み）

中
小
企
業
の
み
な
さ
ま

ご

存

じ

で

す

か

？

内
灘
町
で
は
、
平
成
15
年
３
月
31
日
ま
で
中

小
企
業
者
の
皆
様
の
経
営
安
定
の
手
助
け
と
な

る
よ
う
に
２
つ
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

内
灘
町
商
工
業
緊
急
支
援
融
資
の
概
要

対
象
と
な
る
方
▼

①
事
業
所
並
び
に
事
務
所
又
は
住
所
を
内
灘

町
内
に
有
し
、
同
一
事
業
を
引
き
続
き
１

年
以
上
営
ん
で
い
る
中
小
企
業
者
で
あ
る

こ
と
。

②
最
近
３
ヶ
月
間
の
月
平
均
売
上
額
が
前
年

同
期
の
月
平
均
売
上
額
に
比
し
て
減
少
し

て
お
り
、
内
灘
町
商
工
会
会
長
が
認
定
し

た
も
の
。

③
町
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

融
資
条
件
▼

①
限
度
額
　
７
０
０
万
円

②
期
　
間
　
５
年
以
内
（
う
ち
据
え
置
き
期

間
　
６
ヶ
月
以
内
）

③
融
資
利
率
　
年
１
・
８
５
％

④
資
金
使
途
　
運
転
資
金

⑤
償
還
方
法
　
原
則
　
元
金
均
等
月
賦
償
還

⑥
保
証
人
そ
の
他
　
取
扱
い
金
融
機
関
の
扱

い
に
よ
る

申
込
方
法
▼

取
扱
期
間
▼

平
成
14
年
４
月
１
日
〜
平
成
15
年
３
月
31
日

取
扱
金
融
機
関
▼
北
國
銀
行
・
福
井
銀
行
・
金

沢
信
用
金
庫
・
興
能
信
用
金
庫
・
石
川
か
ほ

く
農
業
協
同
組
合
（
内
灘
町
管
内
）
・
北
陸

銀
行
金
沢
問
屋
町
支
店

内
灘
町
中
小
企
業
経
営
安
定
支
援
利
子
補
給
の
概
要

補
給
対
象
融
資
▼
石
川
県
経
営
安
定
支
援
金
小

口
融
資
事
業
資
金
（
追
認
小
口
）

補
給
対
象
者
▼

①
事
業
所
並
び
に
事
務
所
又
は
住
所
を
町
内

に
有
し
、
同
一
事
業
を
引
き
続
き
１
年
以

上
営
ん
で
い
る
中
小
企
業
者

②
町
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

補
給
金
の
額
▼
借
入
金
利
率
の
う
ち
０
・
５
％

補
給
対
象
期
間
▼
２
ヶ
年
以
内

取
扱
期
間
▼

平
成
14
年
４
月
１
日
〜
平
成
15
年
３
月
31
日

取
扱
金
融
機
関
▼
北
國
銀
行
・
金
沢
信
用
金

庫
・
興
能
信
用
金
庫
・
福
井
銀
行
金
沢
医
大

支
店
・
北
陸
銀
行
金
沢
問
屋
町
支
店

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

産
業
建
設
部
産
業
経
済
課

☎
２
８
６
―
６
７
０
８

内
灘
町
商
工
会

☎
２
８
６
―
４
２
０
０

③借入申込み 
　（認定書添付） 

申 

込 

者 

取
扱
い
金
融
機
関 

町
商
工
会 

①申込書 
　の提出 
 

②認定書 
　の交付 
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「
利
家
と
ま
つ
加
賀
百
万
石
物
語
」展

９
月
14
日
か
ら
開
催

卓
越
し
た
時
代
感
覚
と
器
量
で
戦
国
の
猛
者

た
ち
と
渡
り
合
い
、
秀
吉
に
次
ぐ
地
位
を
築
い

た
利
家
の
人
と
な
り
を
、
利
家
ゆ
か
り
の
文
物

に
よ
り
、
そ
の
時
代
背
景
と
と
も
に
紹
介
し
ま

す
。
ま
た
古
九
谷
や
加
賀
蒔
絵
、
壮
麗
な
屏
風

絵
な
ど
、
利
家
を
始
祖
と
し
た
前
田
家
に
よ
っ

て
育
ま
れ
、
百
万
石
の
城
下
に
花
開
い
た
加
賀

文
化
の
精
華
を
あ
わ
せ
て
展
示
し
ま
す
。

会
期
の
途
中
に
何
度
か
作
品
を
入
れ
替
え
し

て
、
総
点
数
２
６
０
点
を
公
開
し
ま
す
。

会
　
期
▼
９
月
14
日
（土）
〜
10
月
27
日
（日）

会
期
中
無
休

会
　
場
▼
石
川
県
立
美
術
館

観
覧
料
▼
一
般
　
１，

０
０
０
円

大
学
生
　
　
６
０
０
円

小
中
高
生
　
３
０
０
円

（
20
名
以
上
は
団
体
割
引
）

問
い
合
わ
せ
先
▼
石
川
県
立
美
術
館

☎
２
３
１
―
７
５
８
０

―
関

連

企

画

―

◎
９
月
14
日
（土）

対
談
「
利
家
と
ま
つ
」

「
前
田
家
当
主
　
先
祖
を
語
る
」

前
田
利
祐
（
18
代
当
主
）

嶋
崎
　
丞
（
石
川
県
立
美
術
館
館
長
）

◎
９
月
29
日
（日）

講
演
「
戦
国
武
将
と
茶
の
湯
」

講
師
　
嶋
崎
　
丞
（
石
川
県
立
美
術
館
館
長
）

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
よ
り
石
川
県
立
美

術
館
ホ
ー
ル
で
開
催

動

物

愛

護

週

間

９
月
20
日
〜
９
月
26
日

「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
」

に
よ
り
毎
年
動
物
愛
護
週
間
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
法
律
は
動
物
愛
護
精
神
及
び
人
と
動
物

の
共
生
に
配
慮
し
つ
つ
適
正
な
飼
養
及
び
保
管

等
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
を
飼
う
場
合
は
、
飼

主
と
し
て
の
責
任
を
十
分
に
果
た
し
ま
し
ょ
う
。

①
動
物
の
世
話
は
、
動
物
を
終
生
飼
養
し
、
家

族
同
様
に
愛
情
を
持
っ
て
接
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

②
動
物
は
、
む
や
み
に
繁
殖
し
な
い
よ
う
あ
ら

か
じ
め
不
妊
・
去
勢
手
術
を
し
て
お
い
た
方

が
よ
い
で
し
ょ
う
。
特
に
戸
外
に
出
る
猫
に

は
ぜ
ひ
必
要
で
す
。（
石
川
県
で
は
犬
・
猫

に
つ
い
て
手
術
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。）

③
道
路
、
公
園
等
で
の
フ
ン
の
苦
情
が
増
え
て

い
ま
す
。
散
歩
中
に
フ
ン
を
し
た
場
合
は
、

家
に
持
ち
帰
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
大

半
は
放
し
飼
い
で
飼
っ
て
い
る
場
合
で
始
末

が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
犬
は
放
し
飼
い
を
し

な
い
で
、
散
歩
さ
せ
る
と
き
も
、
つ
な
い
で

行
い
ま
し
ょ
う
。

④
野
良
猫
に
つ
い
て
は
、
犬
の
よ
う
に
捕
獲
す

る
根
拠
と
な
る
法
令
が
な
い
な
ど
、
捕
獲
す

る
こ
と
が
困
難
で
す
。

野
良
猫
が
生
息
し
に
く
い
環
境
（
エ
サ
に
な

る
物
を
や
ら
な
い
）
を
日
頃
か
ら
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

⑤
動
物
を
飼
養
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、

絶
対
に
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。
保
健
セ
ン

タ
ー
及
び
保
健
所
河
北
地
域
セ
ン
タ
ー
（
津

幡
町
☎
２
８
９
―
２
１
７
７
）
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

い

し

か

わ

自

然

学

校

白
山
国
立
公
園
40
周
年
記
念
事
業

岩
崎
元
郎
氏
の
登
山
講
座
開
催

Ⅰ
岩
崎
元
郎
講
演
会
「
白
山
に
恋
し
て
る
」

日
　
時
▼
10
月
19
日
（土）

開
場
午
後
３
時
、
開
演
３
時
30
分

終
了
予
定
５
時
30
分

場
　
所
▼

石
川
県
青
少
年
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

（
金
沢
市
常
磐
町
212
番
地
１
・
旧
青
年
会
館
）

主
　
催
▼
石
川
県
・
（社）
い
し
か
わ
環
境
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
県
民
会
議

協
　
賛
▼
（株）
山
と
渓
谷
社
、
救
心
製
薬
（株）

参
加
費
▼
無
料

対
　
象
▼
小
学
生
以
上
（
小
学
生
以
下
保
護
者

同
伴
）
３
０
０
名

申
込
み
▼
官
製
往
復
は
が
き
に
左
記
の
と
お
り

記
入
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

Ⅱ
　
岩
崎
元
郎
の
医
王
山
登
山
教
室

日
時
▼
10
月
20
日
（日）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

内
容
▼
登
山
家
岩
崎
元
郎
さ
ん
と
一
緒
に
医
王

山
に
登
山
し
、
山
の
登
り
方
楽
し
み
方
を
学

び
ま
す
。
※
小
雨
決
行
（
荒
天
中
止
）

主
催
▼
石
川
県
・
（社）
い
し
か
わ
環
境
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
県
民
会
議

協
力
▼
金
沢
ナ
カ
オ
山
岳
会

集
合
場
所
▼
医
王
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

集
合
時
間
▼
午
前
８
時
45
分

登
山
コ
ー
ス
▼
医
王
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
〜

大
池
平
〜
白
兀
山
〜
覗
〜
地
蔵
峠
〜
ビ
ジ
タ

ー
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
▼

昼
食
、
飲
み
物
、
雨
具
（
カ
ッ
パ
）、
な
ど

対
象
▼
小
学
生
以
上
（
中
学
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
）
抽
選
50
名

申
込
み
▼
官
製
往
復
は
が
き
に
左
記
の
と
お
り

記
入
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

締
切
日
▼
Ⅰ
、
Ⅱ
と
も
に
９
月
30
日
消
印
有
効

往（表） （裏） 
（記載例） 

 
920－8580

金
沢
市
広
坂
２
―

１
―

１ 

自
然
保
護
課
　
行 

岩崎元郎講演会 

郵便番号 

住　　所 

電話番号 

氏　　名 

 … 

復（表） （裏） 

郵便番号 
　
住
　
　
所 

　
氏
　
　
名 

岩崎元郎講演会 

 

氏　　名 

 … 

往（表） （裏） 
（記載例） 

 
920－8580

金
沢
市
広
坂
２
―

１
―

１ 

自
然
保
護
課
　
行 

岩崎元郎登山 

郵便番号 

住　　所 

電話番号 

氏　　名 

 

４人まで連記可 

 

 

… 

復（表） （裏） 

郵便番号 
　
住
　
　
所 

　
氏
　
　
名 

 

 

（空　白） 

（
家
族
・
グ
ル
ー
プ
で
の
お
申
し
込
み
で
そ
れ
ぞ
れ

ご
住
所
が
違
う
場
合
、
各
人
の
郵
便
番
号
・
住
所
・

電
話
番
号
を
明
記
く
だ
さ
い
。
当
選
、
落
選
は
返
信

は
が
き
の
宛
先
の
方
の
み
ご
通
知
し
ま
す
。）
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申
込
開
始
日
▼
10
月
１
日
（火）

９
時
よ
り
電
話
受
付
開
始

申
込
先
・
受
付
時
間
▼

☎
２
８
８
―
７
４
１
０
（
事
務
局
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
月
〜
金
曜
日
の
平
日
）

企
画
▼
河
北
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会

統
計
で
働
く
姿
を
見
つ
め
よ
う

平
成
14
年
10
月
１
日
現
在
で
就
業
構
造
基
本

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
の
対
象
は
、
我
が
国
の
全
世
帯
の
う
ち

か
ら
統
計
的
手
法
に
よ
り
選
定
し
た
約
44
万
世

帯
に
、
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
15
歳
以
上
の
世
帯

員
約
105
万
人
で
す
。

就
業
構
造
基
本
調
査
か
ら
得
ら
れ
る
デ
ー
タ

は
、
国
や
都
道
府
県
が
実
施
す
る
雇
用
・
失
業

対
策
な
ど
を
企
画
・
立
案
す
る
上
で
重
要
な
指

標
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、
統
計
調

査
員
が
伺
い
調
査
票
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
総
務
省
統
計
局
・
石
川
県

h
ttp
://w
w
w
.stat.g

o
.jp
/

北
陸
の
お
へ
そ
！
か
ほ
く
潟
!!

酪
農
体
験
の
旅
　
日
帰
り
コ
ー
ス

体
験
内
容
▼

〜
酪
農
体
験
（
酪
農
団
地
に
て
）
〜

乳
搾
り
、
バ
タ
ー
作
り
、
カ
ル
ピ
ス
作
り
、

か
ほ
く
米
お
に
ぎ
り
作
り
、
牛
乳
め
っ
た

汁
作
り
、
牛
乳
も
ち
作
り
（
語
り
部
さ
ん

の
お
話
を
聞
き
な
が
ら
）

〜
鑑
賞
（
内
灘
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
）
〜

河
北
潟
干
拓
地
の
歴
史
に
つ
い
て

日
程
▼

出
発
日
▼
11
月
16
日
（土）

募
集
人
員
▼

40
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

旅
行
代
金
▼
大
人
　
２，

５
０
０
円

小
人
　
２，

０
０
０
円

※
入
浴
代
金
は
各
自
負
担
で
す

※
小
人
（
３
才
〜
小
学
生
ま
で
）

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

〒
９
２
１
―
８
８
３
６

石
川
郡
野
々
市
町
末
松
１
丁
目
308
番
地

石
川
県
農
業
短
期
大
学
事
務
局
庶
務
課

☎
２
４
８
―
３
１
３
５
㈹

FAX
２
４
８
―
８
４
０
２

ひ
き
こ
も
り
で
悩
む
家
族
の
方
へ

若
者
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
、
社
会
全
体

の
不
安
定
感
の
中
で
、
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、
仲
間

と
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

同
じ
悩
み
を
持
つ
ど
う
し
、
き
っ
と
心
が
少

し
軽
く
な
る
は
ず
で
す
。

内
容
▼
グ
ル
ー
プ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
勉
強

会
・
情
報
交
換
会
・
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

な
ど

料
金
▼
３
０
０
円
（
月
額
）（
お
菓
子
代
等
）

日
時
▼
毎
月
第
３
火
曜
日

午
後
１
時
半
〜
４
時
ま
で

場
所
▼
石
川
県
石
川
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

松
任
市
馬
場
２
丁
目
７
番
地

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
▼

・
石
川
中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
保
健
部
　
健

康
推
進
課

☎
２
７
５
―
２
２
５
０

・
で
ん
で
ん
む
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表

土
田
　
晶
子

☎
０
９
０
―
９
７
６
９
―
３
９
３
１

☎
０
７
６
１
―
４
３
―
０
３
０
１

h
ttp
://w
w
w
5
e.b
ig
lo
b
e.n
e.jp
/ ̃
fk2
/

第
14
回
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ま
な
び
ピ
ア
石
川
２
０
０
２

平
成
14
年
度

石
川
県
農
業
短
期
大
学
公
開
講
座

『
石
川
の
美
味
し
い
果
物
、

美
味
し
い
野
菜
、
美
し
い
花
』

日
時
▼
10
月
４
日
（金）

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

会
場
▼
石
川
県
女
性
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室

〒
９
２
０
―
０
８
６
１

金
沢
市
三
社
町
１
番
44
号

☎
２
６
３
―
０
１
１
５

講
座
▼

①
地
元
石
川
で
と
れ
る
美
味
し
い
果
物

津
川
　
久
孝
（
石
川
県
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
）

②
美
味
し
い
加
賀
野
菜
の
つ
く
り
か
た

加
納
　
恭
卓
（
石
川
県
農
業
短
期
大
学
）

③
石
川
の
味
を
創
る

鈴
木
　
正
一
（
石
川
県
農
業
短
期
大
学
）

④
石
川
で
つ
く
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
花
た
ち

沢
出
　
　
隆
（
石
川
県
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
）

⑤
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
な
加
賀
野
菜

小
林
　
雅
裕
（
石
川
県
農
業
短
期
大
学
）

対
象
者
▼
ど
な
た
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

（
定
員
80
名
）

受
講
料
▼
無
料

そ
の
他
▼

本
講
座
は
、
石
川
県
民
大
学
校
教
養
講
座
の

中
に
入
っ
て
い
ま
す
。

受
講
さ
れ
た
方
に
は
修
了
証
書
を
交
付
し
ま

す
。

申
込
方
法
▼
９
月
24
日
（火）
ま
で
に
、
は
が
き
又

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
住
所
（
所
属
・
勤
務
先
等
）
氏

名
、
電
話
番
号
を
本
学
事
務
局
庶
務
課
に
お

金
沢
駅
西
口
（
８：

30
出
発
）

↓

　

内
灘
町
役
場
（
８：

50
出
発
）

↓

　

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

↓

　
●
河
北
潟
を
眺
望

酪
農
団
地
（
９：

15
〜
13：

00
）

↓

●
酪
農
体
験

●
作
っ
て
食
べ
る

内
灘
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
13：

20
〜
15：

30
）

↓

●
鑑
賞

●
入
浴
も
可
（
各
自
負
担
）

内
灘
町
役
場
（
15：

40
頃
到
着
）

↓金
沢
駅
西
口
（
16：

15
頃
到
着
）
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知 っ 得 情 報

○登録できる品物　家具、電気製品、乗り物、日用雑貨、音楽用品、
ベビー用品、制服（町内小中学校）

○無料での提供のみお取扱いします。
※写真を掲載したい方は、ご相談ください。

希望者、提供者の方の登録をお待ちしています！！

（8月26日まで受付分）

希望者 提供者 交渉成立 

環境対策室 

紹介 登
　
録
（
６
カ
月
間
） 

登
　
録
（
６
カ
月
間
） 

不用品リサイクルの登録情報は内灘町のホームページでもご覧いただけます。
http://www.town.uchinada.ishikawa.jp/osirase/sittoku

◇登録、問い合わせ先　町民部環境対策室　☎286－6701

暮
ら
し
の
情
報

譲
り
ま
す 

新
着
情
報 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

電動車いす

介護用ベッド

ハムスターの小屋

●譲って下さい（希望品）
テレビ、ホームベーカリー、ミシン、

原付バイク、子供用三輪車、ベビーラック、

女児用ベビー服（70～90cmくらい、夏秋用）、

チャイルドシート、

サックス（アルトもしくはテナー）

●譲ります（提供品）
水槽、子ども用対面式ブランコ、

紙オムツ（大人用L寸）、

室内用ジャングルジム、ヤマハエレクトーン、

女児用長靴（18cm）、幼児用ナップサック、

中高生女子用紺色コート（身長160cm）、

金魚のえさ一式、プッシュホン電話機、

洋服ダンス、パイプベッド、本棚、

学習机、電気こたつ、電子オルガン、ピアノ

不用品リサイクル登録情報

今
月
の
納
税
納
期
限
　
９
月
30
日
（月）

―
町
税
は
納
期
内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

―

○
国
民
健
康
保
険
税
　
　
　
　
　
　
第
６
期

町
税
（
町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
・
軽
自
動
車

税
・
国
民
健
康
保
険
税
）
の
納
税
は
便
利
で
簡
単
な
手
続
き
の
口
座

振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〜
手
続
き
方
法
〜

納
税
通
知
書
・
預
金
通
帳
・
預
金
口
座
使
用
印
を
お
持
ち
の
上
、

左
記
の
金
融
機
関
又
は
役
場
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

北
國
銀
行
・
石
川
銀
行
・
福
井
銀
行
・
北
陸
銀
行
・
金
沢
信
用
金

庫
・
興
能
信
用
金
庫
・
石
川
か
ほ
く
農
業
協
同
組
合
・
郵
便
局

問
い
合
わ
せ
先
▼
総
務
部
税
務
課

９
月
の
は
ま
な
す
大
学

日
　
時
▼
９
月
20
日
（金）

午
後
１
時
30
分
〜
　

場
　
所
▼
文
化
会
館
３
階
　
視
聴
覚
室

テ
ー
マ
▼
「
今
だ
か
ら
、
あ
な
た
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
」

講
　
師
▼
竹
内
オ
フ
ィ
ス
　
社
長
　
竹
内
　
泰
子
　
氏

今
月
の
人
権
・
行
政
相
談

（
秘
密
厳
守
・
無
料
）

相
隣
関
係
、
家
庭
、
相
続
、
登
記
、
交
通
安
全
、

税
金
、
年
金
、
消
費
生
活
、
役
所
の
窓
口
、

公
共
施
設
な
ど

と
こ
ろ
▼
内
灘
町
働
く
婦
人
の
家

と
　
き
▼
９
月
20
日
（金）

午
後
１
時
〜
４
時



「世界の祭」 
　祭りは楽しい。祭りは激しい。祭りは騒がしい。そし
て祭りはそれぞれの国や地域の伝統であり、文化が表現
されるものでもあります。ドイツのオクトーバーフェス
タ、リオのカーニバル、ベニスのカーニバル等は世界中
によく知られています。毎日世界の何処かでお祭を行っ
ていると言われています。今回の「知っとった」では、小
さくても世界のあまり知られていない祭（って言うか変わっている祭）を紹介しようと思います。いいけ？ 

Number１　ゴキブリ・レース！！（オーストラリア夏１月）  
　毎年ブリスベン市でオーストラリアの日に行われる祭の中の一つのイベント「ゴキブリ・レース」。バケツの中から数匹のゴキブリ
を地面に書いた大きい円の中に出して、円から最初に出たゴキブリが勝ち。一つの競走はあっという間に終わってしまうが、見に来
る観客は大盛り上がり！最後まで勝ち続けたゴキブリが優勝。（現地の人はよくお金をかけるそうです。） 

http://www.storybridgehotel.com.au/cockroachrace/

Number２　ビール缶のリガッタ(オーストラリア夏) 

　オーストラリアのダーウイン市で行う世界初のビール缶リガッタ。ボートはビール缶で出来てい
て、川で競走する。（途中で沈んだり、壊れたりするボートもあるそうです。）毎年リガッタのために２
万人も集まる！ 

http://www.whatsgoingon.com/100things.cgi/beercan/page2.html

Number３　国際チェリーの種を吐き出すフェスティバル（アメリカ夏）  
　とても栄養のある祭かも（笑い）。毎年アメリカで行うチェリーを宣伝するための祭。参加者はチェリーを食べ、口の中に残ってい
る種を吐き出す。下品と思われるが、一番飛ばした人の勝ち。（記録は何と22.2m！） 

http://www.treemendus-fruit.com/int.htm

Number４　ラ・トマティナ（スペイン夏） 

　汚れることが好きならこの祭是非ご参加を！この祭では、トマトを使って戦争するかなり楽しい
祭と言われている。参加する人はゴーグルや、ボロボロな服を着て（男性は上半身裸）、道路で友達、知
らない人にトマトを投げる。楽しそう！（毎年トマトが40トンも使われているそうです！） 

http://www.lahoya.net/tomatina/

Number５　ムスコカ川浴槽ダービー（カナダ夏） 

　参加者は限定40人で浴槽を使ってムスコカ川で競走するユニークなイベントである。カナダでは
有名なイベントなので浴槽にスポンサー名が書かれていて、優勝した人は何千ドルも貰える。毎年
１万人も集まります。 

http://www.muskokariverbathtubderby.com/

Number６　ソングラン祭（タイ４月） 

　タイでは４月にお祭りが多いが、一番有名で大きいのは、タイのお正月に祝う13日から15日までのソングラン祭＜水掛け祭＞。
（タイのお正月は４月で、15日に新しい年が始まる。）早朝、お寺に行ってお坊さんに新しい服や食べ物を差し上げて、その後、家族
や親戚が集まって、座っているお年寄りに、ゆっくりと清めの水をかける。その時お年寄りは「あなたにも幸せがくるように・・・」
と声をかけてくれる。子どもや若者は、服を着たまま、バケツ、水鉄砲等で楽しみながら水を掛け合う。濡れたままで、学校へ行っ
たり、仕事をしたりする。（考えられる？笑）。タイはとても暑いので、すぐ乾くそうです。 

http://www.lotusfragrance.com/index.html

Number７　ドバイのショッピング・フェスティバル（アラブ首長国連邦） 

　毎年３月に１ヶ月間行なわれる祭。世界の有名なブランド品は５割ぐらい安くなる上、毎日ロールス・ロイス(高級車)、日産の４WD、
また金塊(1kg)などが当たるんだって！（ちなみに車は62台、　金塊は32本ですよ！！）世界初のショッピング祭と言われている。 

http://www.indiatraveltimes.com/dubai/dubai_festival.html

　世界では本当に色々な祭があるよね。アメリカの国際チェリーの種を吐き出すフェスティバルからドバイのショッピ
ング・フェスティバルまでテーマの幅が本当に広いね。皆さんはどうですか？いつかスペインのラ・トマティナに行っ
て見たい！ゴキブリ・レースはお断りするけど… 

Japan Tent にご参加いただいた方々、本当にありがとうございました。留学生
は内灘町滞在がとても楽しかったそうです！Thank you very much!

(真ん中は留学生じゃないよ！ケリンです。)
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ツベルクリン反応検査とBCG接種
9月24日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

9月26日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成14年 5月生

●ツベルクリン（受付時間）13：00～14：00
●B CG接種（受付時間）13：15～14：00

｝
10月29日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

10月31日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成14年 6月生｝

１才6か月児健診
9月17日（火） 対象 13年 2月生
10月22日（火） 対象 13年 3月生

（受付時間）13：00～14：00

4か月児健診
9月24日（火） 対象 14年 5月生
10月29日（火） 対象 14年 6月生

（受付時間）13：00～14：00

3才児健診
9月10日（火）対象 11年 5月生
10月15日（火）対象 11年 6月生

（受付時間）13：00～14：00

平日   9：00～12：00
（月～金） 

健診などの事業により
利用できない日もあり
ます。ご了承ください。 

平日   9：00～12：00 
　　 13：00～17：00

　土曜日 
 10：00～12：00

（月～金） 

～～～～ 
～～～～～～～～～ 

会場・時間等をご確認のうえお越しください。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

9月12日（木）
10：30～11：30

みんなで絵本を読む時間

ううううささささここここちちちちゃゃゃゃんんんんルルルルーーーームムムム

テーマに選んだ
絵本の紹介、おは
なし読みきかせを
します。

「やさいのおなか」 きうち　かつ

今月のテーマ

『たべものの本』

すくすく赤ちゃん!!
9月18日（水）
（受付13：00～13：30）
（教室13：30～15：00）

※参加ご希望の方は保健センターまで
お申し込みください。

申し込み締切 9月13日（金）

0才児の親子あそびの教室

◎親子で遊ぼう
今月のテーマ『コロ･コロ･コロ』
※新聞紙1枚を持ってきてネ♥

◎みんなで考えてみよう
今月のテーマ『とっさの時の救命法！』
応急手当、救急救命法の体験などを
行います。

9月11日（水）
10：00～11：00
（受付 9：30～10：00）

パ ン ダ ク ラ ブ
1～3歳児の遊びの教室

○ふれあい遊び
○どんなおやつを食べてる？

※受付時間をすぎた時は、入室できない
場合があります。

どなたでも 
お気軽に 
おいでください 

どなたでも 
お気軽に 
おいでください 

持ってきてほしいもの 

わりばし1組 

ポリオ予防接種
10月7日（月）

【対象】2回目 平成13年6月～9月生

10月21日（月）

【対象】2回目 平成13年10月～11月生

1回目 平成13年12月～
平成14年1月生

10月28日（月）

【対象】1回目 平成14年2月～5月生

（受付時間）13：15～14：00

日程が変更 
しました 

この機会に、ぜひ参加してみてください。 この機会に、ぜひ参加してみてください。 



次回のまいどさんは清水さんから誰にバトンタッチするのかお楽しみに！ 

このコーナーでは、毎回出場者に次回出場者をリレー方式で紹介してもらいます。 

清水　信彰 さん 
（30歳・向粟崎） 

し みず   あき のぶ 

　家がマリンショップなんで、小さい頃から自然とマリンスポーツに触れて

ましたね。今ではマリンスポーツは仕事であり、一番の趣味。生涯続けられる

スポーツだと思います。　　 

　個人的には、ウィンドサーフィンなどのように自然の力を受けてするもの

よりもエンジンで動くもののほうが好きですね。どうも風を待つってのが性

に合わないみたいで（笑）。やりたい時にはすぐやりたいですからね。 

 最近でこそ内灘でもジェットとか増えたけど、やったことがある人っての

は結構少ないんじゃないですかね？せっかく内灘っていうマリンスポーツ

するには絶好の町なんで、多くの人とこの楽しみを共有できればと思います。 

町へ一言：内灘の海をもっときれいにしましょう！ 

今月は  新谷 空ちゃん  から紹介のあった、清水さん  に登場していただきます。 
しん や くう 
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収
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福
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協
議
会



古自転車を実費で回収します 古自転車を実費で回収します 
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向 粟 崎 保 育 所 緑 台 保 育 所
鶴 ヶ 丘 保 育 所
向 陽 台 保 育 園

鶴ヶ丘東保育所
大 根 布 保 育 所
宮 坂 保 育 所
北 部 保 育 所

9月18日（水）
10月16日（水）

9月19日（木）
10月17日（木）

9月20日（金）
10月18日（金）

問い合わせ先　町民部環境対策室　☎286－6701

新聞・雑誌・ダンボールなどの
持込収集 午前7：30～9：00（時間厳守・雨天決行）

1.もえるごみ
毎週月・木曜日（ただし、祝日・振替休日は休み。）
2.もえないごみと資源物

ごみ収集カレンダー

収集地区

向粟崎1・3・4丁目

旭 ヶ 丘

千 鳥 台

緑 台

向粟崎 2 ・ 5 丁目

向 陽 台

ア カ シ ア

鶴ヶ丘1・2・3丁目

鶴 ヶ 丘 4 丁 目

鶴 ヶ 丘 5 丁 目

大 清 台

ハ マ ナ ス

大 学 1 丁 目

大 学 2 丁 目

大 根 布

宮 坂

北 部 土 地 区 画

西 荒 屋

室

湖　　　　　　　西

もえないごみ（埋立ごみ） 資源物（リサイクルできるもの）
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25
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19：00～20：00

27
19：00～20：00

27
19：00～20：00

27
18：00～19：00

27
11：00～12：00

9月

 
祝日のもえるごみの収集について 
9月16日（月・振替休日）と9月23日（月・祝）は 
もえるごみの収集は休みです。よろしくお願いします。
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422
809
1,235
748
1,624
998
713
1,574
519
425
370
432
60
553
251
81

12,985
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1,827
536
453
862
1,229
780
1,702
1,091
727
1,619
504
629
368
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53
561
281
82
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△ 1
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875
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1,114
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36
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内灘町字別人口世帯数 平成14年7月末

向 粟 崎
ア カ シ ア
旭 ヶ 丘
緑 台
千 鳥 台
向 陽 台
鶴ヶ丘1･2･3丁目
鶴ヶ丘4丁目
鶴ヶ丘5丁目
大 根 布
大 清 台
大 学
ハ マ ナ ス
宮 坂
北部土地区画
西 荒 屋

室
湖 西

計
前 月 増 減

区　分
人　　　　口

男 女 総 数
世帯数
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〒920-0292  石川県河北郡内灘町字大学1丁目2番地1
TEL（076）286－1111 FAX（076）286－0617
HP http://www.nsknet.or.jp/uchinada/

広報に掲載された写真を差し上げます。ご希望の方は広報担当まで　☎286－6720

9～10月の休日当番医
診療時間　9時～17時30分

日付 病 院 名 住　　　所 T E L

9/8
（日）

9/15
（日･祝）

9/16
（月･休）

9/22
（日）

9/23
（月･祝）

9/29
（日）

10/6
（日）

宗平内科医院（内･循･神内）津幡町井上の荘2丁目1-1 288-7600

保志場医院（産婦･内･小） 高松町高松ノ90甲 281-0069

紺谷医院（内･小） 七塚町木津へ12-1 285-0020

山田耳鼻咽喉科医院 津幡町津幡ロ5-10 288-2084

中田内科病院 宇ノ気町内日角6丁目35-1 283-1121

元谷医院（外･内） 高松町高松ム68 281-0691

土島整形外科医院 内灘町旭ヶ丘148 238-4858

河北中央病院（内） 津幡町津幡ハ104 289-2117

山崎外科胃腸科医院 津幡町加賀爪リ20 289-2288

沖野クリニック（小･内） 高松町高松ノ1の9 281-0500

おおたクリニック（内･小） 津幡町太田は112 288-6000

二ツ屋病院（内） 高松町二ツ屋リ72 281-0172

宇野気医院（内･小） 宇ノ気町宇野気33の6 283-0103

望月眼科医院 内灘町旭ケ丘142 239-1515

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞等でご確認ください。

日時／９月29日（日）午前10時～11時30分

（時間厳守・雨天決行）

場所／１、内灘町保健センター（旧役場庁舎）

２、アカシア公民館

３、内灘勤労者体育センター（宮坂）

※お近くの会場へお持ちください。

引取り価格／子供用・大人用を問わず、一台400円

注意事項／釣り銭のいらないようにお願いします。

問い合わせ先／町民部環境対策室


